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アドミッションポリシー （入学者の受け入れ方針）

東北芸術工科大学は、「藝術立国」という理念のもと、“ 人と自然を思いやる想像力と、社会を変革す
る創造力を身につけ、自らの意思で未来を切り開くことができる人材の育成 ”を教育目標としていま
す。芸術学部及びデザイン工学部の入学者選抜では、それぞれの専門領域に即して多面的・総合的
に評価するために、次の観点から入学希望者を募集します。

①芸術やデザインに興味と熱意を持つ人
②高等学校までの学習および経験により培われた基本的な知識を持ち、主体的に学修できる人
③社会に興味を持ち、仲間とともに切磋琢磨して成長できる人

芸術学部

芸術は、美を求める純粋な心と知に基づくものであり、人々に夢や希望を与え、新たな価値を生み出
す力があります。多様性を学び取る柔軟な姿勢と、自らの創造力や感性を粘り強く磨き続ける意志を
身につけ、芸術の力を社会の真の豊かさに向けて活かそうとする入学希望者を求めます。

■歴史遺産学科（文化財保存修復コース／歴史遺産コース）
歴史遺産学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・文化財や歴史遺産の価値を理解し、後世に守り伝えていくことへの意欲がある人
・探究心を持ちながら、知識や技術の習得に積極的に取り組むことができる人
・人と協力することの大切さを理解し、協働する姿勢を身につけていきたい人

■美術科 日本画コース
日本画コースは、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・写生を通して画力と表現力を積み重ね、今日の日本画を探求し続けることのできる人
・日本画と美術について興味と意欲を持ち続けながら、社会と関わることのできる人
・知識と経験を深め、将来、美術を通して広く国内外で活躍したいと考える人

■美術科 洋画コース
洋画コースは、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・絵画制作を通して、自己表現に意欲的に取り組める人
・社会問題に興味・関心を持ち、洋画の学修を通じて他者と協働し、社会の課題に取り組める人
・変化を楽しみ、柔軟性を持ち、多様なメディアを通して常に自身を磨き続けられる人

■美術科 グラフィックアーツコース
グラフィックアーツコースは、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・プリントやグラフィックに興味を持ち、熱意を持ってもの作りと向き合える人
・版画の学びを通して、多くの人に発信・共有し、表現力を社会に活かしたい人
・制作活動のなかで多様性を受け入れ、他者と協働しながら取り組める人
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■美術科 彫刻・キャラクター造形コース
彫刻・キャラクター造形コースは、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・ものを作ることが好きで、自己表現に向けて粘り強く努力できる人
・自然や素材、ものの成り立ちに関心があり、造形を通して探求したい人
・他者とのコミュニケーションや協働を通じて、造形に対する新たな考えや表現を吸収したい人

■美術科 総合美術コース
総合美術コースは、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・ 制作プロセスを含めて、美術を広く社会で応用することやそれを教えることに興味があり、その知
識を深めたい人
・美術を活用したコミュニケーションスキルを身につけ、より多くの人たちと美術を楽しみたいと考える人
・ものづくりを通して美術が人間の心身や社会に与える力に関心のある人

■工芸デザイン学科
工芸デザイン学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・生活に寄り添うモノやコトに興味があり、それを探求し続ける熱意のある人
・素材や、技術を生かした製品、作品の制作に興味・関心のある人
・モノの機能や成り立ちについて知識を深めたい人

■文芸学科
文芸学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・物語を考え、自ら生み出す努力を続けられる人
・マンガ、ライトノベル、アニメ、ゲームなど、メディアを問わず多様な物語の形態に興味・関心を持つ人
・雑誌・単行本を含んだ多様なモノを制作することに興味・関心がある人
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デザイン工学部

デザインとは、見た目を装飾するだけではなく、今や「デザイン思考」として、人間社会の改善や進化
に必要不可欠な技術となっています。 自己表現や趣味にとどまらず、広く社会をイメージし、何のた
めにデザインを活用するべきなのか、モノやコトに対するデザインを学び、社会に積極参加しようとす
る入学希望者を求めます。

■プロダクトデザイン学科
プロダクトデザイン学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・製品をデザインし、その内容を他者に伝えるための技術を向上させる努力を継続できる人
・社会が抱える課題とそれらに関わる製品に対して興味・関心のある人
・製品のデザインにおいて、他者の意見を傾聴でき、協働することができる人

■建築・環境デザイン学科
建築・環境デザイン学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・ 建築、インテリア、リノベーション、まちづくり、ランドスケープ、環境問題などに課題意識を持ち、自
ら学ぶ意思がある人
・ものづくりや調査・探究に取り組んだ経験を空間デザインや地域の課題解決に活かす意欲がある人
・社会や自然に対する感性と観察力を持ち、課題発見ができ、論理的に思考しながら解決に向けて
他者と協力できる人

■グラフィックデザイン学科（グラフィックデザインコース／イラストレーションコース）
グラフィックデザイン学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・情報の視覚伝達に興味と熱意を持ち、人との関わりに積極的で、社会に目を向けられる人
・常に好奇心を持ち、既成概念にとらわれず制作活動に向き合うことができる人
・グラフィックデザインを学ぶことに意欲的であり、主体的に努力を続けることができる人

■映像学科（キャラクターゲームコース／ CG・アニメーションコース／映像クリエイションコース）
映像学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・映像表現の多様性とその技術の進化に興味があり、それらを習得する努力ができる人
・社会や地域の魅力と課題に関心があり、それらを映像で表現、発信していく意欲のある人
・自身の役割を理解し、グループで映像制作や研究を行うことができる人

■企画構想学科（企画構想コース／地域デザインコース／食文化デザインコース）
企画構想学科は、次のような能力や態度・資質を備えた入学者を求めます。
・社会や地域の課題を発見し、それに対する解決策を創造的かつ実践的に提案する意欲を持つ人
・他者と協働し、多様な視点を取り入れながらプロジェクトを推進する意欲がある人
・自主性を持ち、論理的かつ柔軟な思考で新しい価値を創造することに挑戦したい人
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2027年度 東北芸術工科大学 入学試験一覧（予定）

※1 受験者数が少ない場合は、別の試験方法となる場合があります。詳細は「東北芸術工科大学 2027年度 学生募集要項」をご覧ください。
※2 「書類審査」とは、「高等学校調査書」及び「出願書類」などによる総合評価です。 ※3 募集人員は総合型選抜入試［併願型］A方式及び B方式を合算したものです。

総合型選抜入試［専願体験型］ 総合型選抜入試
［併願型］Ａ方式

総合型選抜入試
［併願型］Ｂ方式

出願登録期間 2026年 9月 1日（火）～ 9日（水）

募 
集 
人
員

2026年 11月 9日（月）
～ 20日（金）

募 
集 
人 
員
※ 3

試験日 10月 10日（土）・10月 11日（日）
※学科・コースにより実施日が異なります。

12月 13日（日）

合格発表 11月 2日（月） 12月 23日（水）

入学手続締切 〈第一次〉
※入学金納付期限

11月 16日（月） 2027年 1月 7日（木）

入学手続締切 〈第二次〉
※授業料等納付期限

12月 11日（金） 2027年 1月 22日（金）
※申請により 3/24まで延納が可能

試験会場 山形 山形／東京 山形／東京／
新潟

美術科
日本画コース

①体験授業（日本画の写生体験）（300分程度）
　決められたエリア内（学校内）で各自水彩にて風景画を制作する。
②面接　1グループ 2～ 3人で行う

全
体
の
50
％
程
度

面接・書類審査※ 2

＋
次から 1科目：
「デッサン」
「水彩画」
「油彩画」

書類審査※ 2

＋
次から 1科目：
「国語」
「数学」
「英語」
＋
次から 1科目
「デッサン」
「水彩画」
「油彩画」

全
体
の
30
％
程
度

美術科
洋画コース

①体験授業（静物油彩）（300分程度）
　油彩制作におけるポイントレクチャーを行い、その後グループごとにモチーフを組み、油彩制作を行う。
②面接　1グループ 2～ 3人で行う

美術科
グラフィックアーツコース

①体験授業（イラストレーション or自画像デッサン）（240分程度）
　当日にイラストレーション、自画像デッサンのいずれかを選択。事前レクチャーを行った後、制作を行う。
　 体験授業終了後、作品のコンセプトや制作を振り返って気付いたことや考えたことを 400字程度のミニレ
ポートにまとめ、提出する。

②面接　個別面接

面接・書類審査※ 2

＋
次から 1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」
「油彩画」
「国語」
「数学」
「英語」

①・②のいずれか

①書類審査※ 2

＋
次から 1科目：
「国語」
「数学」
「英語」
＋
次から 1科目
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」
「油彩画」

②書類審査※ 2

＋
次から 2科目：
「国語」
「数学」
「英語」

美術科
彫刻・キャラクター造形コース

①体験授業（彫刻制作の体験）（お昼休憩を除いて 360分程度）
　 大学周辺を散策し、収集した自然物やスケッチをもとに各自が自由な発想で粘土を使って立体作品を制作
する。最後の振り返りでは、制作物の意図や感想を発表する。

②面接　1グループ 2～ 4人で行う

美術科
総合美術コース

①体験授業（アートワークショップ体験）（185分程度）
　 前半は、モダンテクニックなどの技法や造形素材を使ったアート技法を体験し、気づきや活動のねらいなどを
まとめた後、この技法を活用したワークショップイベントを考えて各自ワークシートに絵や文章で表現します。
　後半は自身が考案したイベントをわかりやすく発表する。
②面接　個別面接

工芸デザイン学科

①体験授業（立体制作　120分程度、平面制作 150分程度（発表 30分を含む））
　 立体制作では紙造形を基本とし、課題についての考え方、作り方など工程ごとに学び、与えられた条件に
沿って制作する。

　 平面制作では配色に関する前提講義を経て、与えられた条件に沿って各自テーマを設定し、複数の色を使
用した配色を用いたデザインを行う。デザイン完成後は一人ずつテーマと工夫した点を発表する。

②面接　個別面接

文芸学科
①体験授業 ※ 1

　・教員による説明を経て、グループ単位で昔話のリライト（書き換え）を行いその内容を発表する。
　・創作体験終了後、グループワークについて 600字程度の作文を執筆する。
②面接　個別面接

歴史遺産学科
文化財保存修復コース

①体験授業（講義 30分程度、レポート作成 60分程度）
　文化財保存修復に関するミニ講義を受講した後、レポートを提出する。
②面接　個別面接

歴史遺産学科
歴史遺産コース

①体験授業（講義 30 分程度、レポート作成 60分程度）
　歴史遺産に関するミニ講義を受講した後、レポートを提出する。
②面接　個別面接

プロダクト
デザイン学科

①体験授業（120分程度） ※ 1

　 身のまわりにある文房具や生活用品などのプロダクトについて、その形状や機能を観察し、優れている点
とその理由を考察したうえで、改善すべき点を見出して提案シートにまとめる。まとめた提案を発表し、意
見を交換しながらより良いデザインについて話し合う。

②面接　個別面接

建築・環境
デザイン学科

①体験授業（合計 100分程度）
　 建築やインテリア、街、自然や環境問題に関するミニ講義を 2回行い、それぞれ講義の要点や自身の意見
をミニレポートにまとめる。
②面接　個別面接

グラフィックデザイン学科
グラフィックデザインコース
イラストレーションコース

①体験授業（110分程度）
　デザインに関する模擬授業を受講した後、その授業の内容について発表する。
②面接　個別面接

映像学科
キャラクター・ゲームコース
CG・アニメーションコース
映像クリエイションコース

①体験授業 （合計 110分）
　身近なものを世界に情報発信するためのアイデアを考え、企画書（アイデアシート）としてまとめる。
　・グループワーク（前半 30分）
　　他の受験生とテーマについて話し合い、他者の視点を参考にしながら、自身の発想を広げる。
　・個人ワーク（後半 80分）
　　テーマに基づき、ビジュアルと文章 [450文字 ]を用いて企画書（アイデアシート）を作成する。
②面接　個別面接

企画構想学科
企画構想コース
地域デザインコース
食文化デザインコース

①体験授業（130分程度） ※ 1

　・ミニ講義（20分程度）
　　課題解決型ワークショップの進め方に関する講義を受講する。
　・課題解決型ワークショップ（70分程度）
　　 講義で提示された対象地域の社会課題を解決し、地域デザインに寄与する社会を実現するモノやコトを、 

グループで話し合い、発表する。
　・振り返りシートの記入（40分程度）
　　ミニ講義とワークショップを振り返り、考えたことや気づいたことを整理して記入する。
②面接　個別面接
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※下記の内容は、2026年4月1日現在の予定ですので、変更となる場合があります。
　詳細は、別途発行の「東北芸術工科大学 2027年度 学生募集要項」で必ず確認してください。

※4 募集人員は、一般選抜入試（前期）、大学入学共通テスト利用入試（1科目利用）及び（2科目利用前期）を合算したものです。 
※5 一般選抜入試［面接型］はオンラインで実施するため、試験日の前にインターネットの通信接続環境の確認およびZoomの動作確認のための「接続テスト」を行います。
　  詳細は「東北芸術工科大学 2027年度 学生募集要項」をご覧ください。

一般選抜入試
［前期］

大学入学共通テスト利用
入試［1科目利用］

大学入学共通テスト利用
入試［2科目利用 前期］ 一般選抜入試［専願型］ 一般選抜入試

［面接型］
一般選抜入試
［後期］

大学入学共通テスト利用
入試［2科目利用 後期］

2027年 1月 6日（水）～ 21日（木）2027年 1月 6日（水）
～ 25日（月）

募 
集 
人 
員
※ 4

2027年 1月 6日（水）
～ 12日（火）

募 
集 
人 
員

2027年 2月 12日（金）
～ 19日（金）

2027年 2月 12日（金）
～ 2月 26日（金）

募 
集 
人 
員

1月 31日（日） 個別試験なし 1月 31日（日） 3月 14日（日）
接続テスト3/2または3/3  ※5

3月 14日（日） 個別試験なし

2月 12日（金） 2月 12日（金） 3月 19日（金）

2月 26日（金） 2月 26日（金）
3月 24日（水）

3月 5日（金）
※申請により 3/24まで延納が可能 3月 5日（金）

山形／東京／新潟／仙台 ― 山形 オンライン 山形／東京 ―

次から 1科目：
「国語」
「数学」
「英語」
＋
次から 1科目：
「デッサン」
「水彩画」 
「油彩画」 

大学入学共通テストの
成績上位 1科目
＋
次から 1科目：
「デッサン」
「水彩画」 
「油彩画」 

―

全
体
の
15
％
程
度

面接・書類審査 ※2
＋
「デッサン」
「水彩画」 
「油彩画」

全
体
の
5
％
程
度

―
次から1 科目：
「デッサン」
「水彩画」 
「油彩画」

―

若
干
名

①・②のいずれか

①次から 1科目：
「国語」
「数学」
「英語」
＋
次から 1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 
「油彩画」 

②次から 2科目：
「国語」
「数学」
「英語」

大学入学共通テストの
成績上位 1科目
＋
次から 1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 
「油彩画」 

大学入学
共通テストの
成績上位2科目

①・②・③の
いずれか

①面接・書類審査 ※ 2

＋
次から 1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」
「油彩画」

②面接・書類審査 ※ 2

＋
次から 1科目：
「国語」
「数学」
「英語」

③面接・書類審査 ※ 2

＋
大学入学共通テストの
成績上位 1科目

面接（オンライン）
・書類審査 ※ 2

次から1科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 
「油彩画」 

大学入学
共通テストの
成績上位2科目
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2026年度 入学試験結果データ

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 138 421 414 192 190 2 . 2  

　歴史遺産学科 28 62 62 34 34 1.8  

　美術科 60 277 271 100 100 2.7  

　工芸デザイン学科 25 39 39 27 26 1.4  

　文芸学科 25 43 42 31 30 1.4  

デザイン工学部 218 673 664 226 226 2 . 9  

　プロダクトデザイン学科 37 62 62 45 45 1.4  

　建築・環境デザイン学科 20 26 26 22 22 1.2  

　グラフィックデザイン学科 58 161 156 61 61 2.6  

　映像学科 58 291 287 58 58 4.9  

　企画構想学科 45 133 133 40 40 3.3  

計 356 1,094 1,078 418 416 2 . 6  

総合型選抜入学試験［専願体験型］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 56 408 360 90 71 4 .0  

　歴史遺産学科 7 51 46 13 11 3.5  

　美術科 30 275 240 50 40 4.8  

　工芸デザイン学科 11 48 44 18 12 2.4  

　文芸学科 8 34 30 9 8 3.3  

デザイン工学部 89 631 577 135 122 4 .3  

　プロダクトデザイン学科 13 57 53 18 15 2.9  

　建築・環境デザイン学科 16 40 38 28 25 1.4  

　グラフィックデザイン学科 18 169 152 26 24 5.8  

　映像学科 18 238 219 25 23 8.8  

　企画構想学科 24 127 115 38 35 3.0  

計 145 1,039 937 225 193 4 .2  

総合型選抜入学試験［併願型］、学校推薦型選抜入学試験［指定校］、
学校推薦型選抜入学試験［韓国］、自治体等推薦型選抜入学試験

※外国人留学生特別選抜入試を含む
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 53 285 284 53 15 5. 4  

　歴史遺産学科 12 51 51 7 2 7.3  

　美術科 27 177 176 32 8 5.5  

　工芸デザイン学科 7 32 32 6 2 5.3  

　文芸学科 7 25 25 8 3 3.1  

デザイン工学部 54 304 303 46 15 6 . 6  

　プロダクトデザイン学科 10 36 36 3 1 12.0  

　建築・環境デザイン学科 14 28 28 9 4 3.1  

　グラフィックデザイン学科 11 86 86 12 4 7.2  

　映像学科 11 112 111 11 4 10.1  

　企画構想学科 8 42 42 11 2 3.8  

計 107 589 587 99 30 5.9  

一般選抜入学試験［前期］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 15 36 32 6 6 5 . 3  

　歴史遺産学科 4 5 4 1 1 4.0  

　美術科 7 24 22 4 4 5.5  

　工芸デザイン学科 2 6 5 1 1 5.0  

　文芸学科 2 1 1 0 0 -

デザイン工学部 13 43 40 8 8 5 . 0  

　プロダクトデザイン学科 2 2 2 0 0 -

　建築・環境デザイン学科 2 2 1 1 1 1.0  

　グラフィックデザイン学科 3 11 11 1 1 11.0  

　映像学科 3 17 17 4 4 4.3  

　企画構想学科 3 11 9 2 2 4.5  

計 28 79 72 14 14 5 .1 

一般選抜入学試験［専願型］

※シニア特別選抜入試・社会人特別選抜入試、帰国生特別選抜入試を含む。
※募集人員は一般選抜入試［前期］、共通テスト利用入試［1科目利用・2科目利用前期］を合算した募集人員。
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 53 238 238 47 13 5.1 

　歴史遺産学科 12 37 37 4 2 9.3  

　美術科 27 158 158 24 8 6.6  

　工芸デザイン学科 7 25 25 7 1 3.6  

　文芸学科 7 18 18 12 2 1.5  

デザイン工学部 54 225 225 35 12 6. 4  

　プロダクトデザイン学科 10 23 23 3 0 7.7  

　建築・環境デザイン学科 14 11 11 3 0 3.7  

　グラフィックデザイン学科 11 73 73 15 5 4.9  

　映像学科 11 84 84 8 4 10.5  

　企画構想学科 8 34 34 6 3 5.7  

計 107 463 463 82 25 5.6  

※募集人員は一般選抜入試［前期］、共通テスト利用入試［1科目利用・2科目利用前期］を合算した募集人員。

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 53 194 194 35 5 5.5  

　歴史遺産学科 12 79 79 13 1 6.1  

　美術科 27 59 59 6 2 9.8  

　工芸デザイン学科 7 27 27 8 2 3.4  

　文芸学科 7 29 29 8 0 3.6  

デザイン工学部 54 374 374 46 8 8 .1 

　プロダクトデザイン学科 10 44 44 2 1 22.0  

　建築・環境デザイン学科 14 35 35 15 1 2.3  

　グラフィックデザイン学科 11 94 94 10 1 9.4  

　映像学科 11 112 112 8 2 14.0  

　企画構想学科 8 89 89 11 3 8.1  

計 107 568 568 81 13 7.0  

大学入学共通テスト利用入学試験［2科目利用前期］

大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］

※募集人員は一般選抜入試［前期］、共通テスト利用入試［1科目利用・2科目利用前期］を合算した募集人員。
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

若干名

107 99 5 4 19.8  

　歴史遺産学科 13 11 0 0 -

　美術科 70 66 1 1 66.0  

　工芸デザイン学科 14 12 4 3 3.0  

　文芸学科 10 10 0 0 -

デザイン工学部 137 124 3 1 41.3  

　プロダクトデザイン学科 13 11 1 1 11.0  

　建築・環境デザイン学科 8 7 2 0 3.5  

　グラフィックデザイン学科 40 36 0 0 -

　映像学科 49 46 0 0 -

　企画構想学科 27 24 0 0 -

計 244 223 8 5 27.9  

一般選抜入学試験［後期］

※募集人員は一般選抜入試［後期・面接型］、共通テスト利用入試［2科目利用後期］を合算した募集人員。

一般選抜入学試験［面接型］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

若干名

15 14 2 1 7.0  

　歴史遺産学科 2 2 1 1 2.0  

　美術科 3 3 0 0 -

　工芸デザイン学科 6 5 1 0 5.0  

　文芸学科 4 4 0 0 -

デザイン工学部 47 42 3 3 14 .0  

　プロダクトデザイン学科 5 5 0 0 -

　建築・環境デザイン学科 3 3 1 1 3.0  

　グラフィックデザイン学科 12 8 2 2 4.0  

　映像学科 18 17 0 0 -

　企画構想学科 9 9 0 0 -

計 62 56 5 4 11.2  

※募集人員は一般選抜入試［後期・面接型］、共通テスト利用入試［2科目利用後期］を合算した募集人員。
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全試験区分の統計

※募集人員は一般選抜入試［後期・面接型］、共通テスト利用入試［2科目利用後期］を合算した募集人員。

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

若干名

54 54 4 1 13.5  

　歴史遺産学科 15 15 3 1 5.0  

　美術科 23 23 1 0 23.0  

　工芸デザイン学科 9 9 0 0 -

　文芸学科 7 7 0 0 -

デザイン工学部 66 66 6 1 11.0  

　プロダクトデザイン学科 9 9 0 0 -

　建築・環境デザイン学科 9 9 2 0 4.5  

　グラフィックデザイン学科 17 17 0 0 -

　映像学科 22 22 2 1 11.0  

　企画構想学科 9 9 2 0 4.5  

計 120 120 10 2 12.0  

大学入学共通テスト利用入学試験［2科目利用後期］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 262 1,758 1,689 434 306 3.9  

　歴史遺産学科 51 315 307 76 53 4.0  

　美術科 124 1,066 1,018 218 163 4.7  

　工芸デザイン学科 45 206 198 72 47 2.8  

　文芸学科 42 171 166 68 43 2.4  

デザイン工学部 374 2,500 2,415 508 396 4 .8  

　プロダクトデザイン学科 62 251 245 72 63 3.4  

　建築・環境デザイン学科 52 162 158 83 54 1.9  

　グラフィックデザイン学科 90 663 633 127 98 5.0  

　映像学科 90 943 915 116 96 7.9  

　企画構想学科 80 481 464 110 85 4.2  

計 636 4,258 4,104 942 702 4 . 4  
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学部・学科・コース 志願者 受験者 合格者 入学者
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

芸術学部 609 1,149 1,758 587 1,102 1,689 110 324 434 73 233 306

　歴史遺産学科 112 203 315 109 198 307 13 63 76 10 43 53

　美術科 356 710 1,066 343 675 1,018 57 161 218 38 125 163

　工芸デザイン学科 71 135 206 68 130 198 18 54 72 12 35 47

　文芸学科 70 101 171 67 99 166 22 46 68 13 30 43

デザイン工学部 1,022 1,478 2,500 995 1,420 2,415 159 349 508 118 278 396

　プロダクトデザイン学科 123 128 251 121 124 245 32 40 72 30 33 63

　建築・環境デザイン学科 71 91 162 68 90 158 33 50 83 25 29 54

　グラフィックデザイン学科 199 464 663 190 443 633 25 102 127 13 85 98

　映像学科 455 488 943 443 472 915 38 78 116 27 69 96

　企画構想学科 174 307 481 173 291 464 31 79 110 23 62 85

計 1,631 2,627 4,258 1,582 2,522 4,104 269 673 942 191 511 702

男女別結果（全試験区分の総計）

学部・学科・コース 志願者 受験者 合格者 入学者
現役 既卒 計 現役 既卒 計 現役 既卒 計 現役 既卒 計

芸術学部 1,378 380 1,758 1,330 359 1,689 366 68 434 274 32 306

　歴史遺産学科 263 52 315 257 50 307 69 7 76 51 2 53

　美術科 806 260 1,066 775 243 1,018 173 45 218 141 22 163

　工芸デザイン学科 171 35 206 165 33 198 68 4 72 45 2 47

　文芸学科 138 33 171 133 33 166 56 12 68 37 6 43

デザイン工学部 2,151 349 2,500 2,078 337 2,415 467 41 508 365 31 396

　プロダクトデザイン学科 215 36 251 210 35 245 65 7 72 56 7 63

　建築・環境デザイン学科 131 31 162 128 30 158 74 9 83 47 7 54

　グラフィックデザイン学科 567 96 663 542 91 633 116 11 127 91 7 98

　映像学科 801 142 943 778 137 915 106 10 116 90 6 96

　企画構想学科 437 44 481 420 44 464 106 4 110 81 4 85

計 3,529 729 4,258 3,408 696 4,104 833 109 942 639 63 702

現役既卒別結果（全試験区分の総計）

全体

既卒
9％

現役 91％
芸術学部

既卒
10％

現役 90％
デザイン工学部

既卒
8％

現役 92％

デザイン工学部

男子 30％

女子 70％

入学者構成比
（男女別）

入学者構成比
（現役・既卒別）

全体

男子 27％

女子 73％
芸術学部

男子 24％

女子 76％
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北海道　34名　4.8%

東北　479名　68.2%

中部　63名　9.0% 関東　95名　13.5%

近畿　3名　0.4%

九州　8名　1.1%

中国・四国　6名　0.9%

検定等　5名　0.7%
海外　9名　1.3%

入学者構成比（都道府県別）

地方 都道府県名 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
北海道 北海道 168 163 45 34

東北

青森県 130 127 24 22
岩手県 189 187 49 39
宮城県 798 779 173 154
秋田県 141 140 28 22
山形県 819 794 227 187
福島県 263 262 65 55
東北計 2,346 2,295 566 479

関東

茨城県 218 216 47 27
栃木県 147 147 27 17
群馬県 146 140 28 11
埼玉県 106 100 18 9
千葉県 122 121 24 9
東京都 135 128 33 18
神奈川県 46 45 9 4
関東計 920 897 186 95

中部

新潟県 276 255 56 34
富山県 19 19 0 0
石川県 2 2 2 0
福井県 1 1 0 0
山梨県 43 41 10 8
長野県 61 53 11 9
岐阜県 2 2 1 0
静岡県 86 76 15 10
愛知県 5 5 4 2
三重県 12 12 1 0
中部計 507 466 100 63

都道府県別結果（全試験区分の総計）

地方 都道府県名 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

近畿

滋賀県 4 4 2 0
京都府 0 0 0 0
大阪府 13 13 2 1
兵庫県 3 3 1 1
奈良県 4 4 1 1
和歌山県 0 0 0 0
近畿計 24 24 6 3

中国

鳥取県 1 1 1 0
島根県 0 0 0 0
岡山県 45 39 4 4
広島県 2 2 2 2
山口県 1 1 1 0
中国計 49 43 8 6

四国

徳島県 0 0 0 0
香川県 2 2 1 0
愛媛県 2 2 0 0
高知県 0 0 0 0
四国計 4 4 1 0

九州

福岡県 1 0 0 0
佐賀県 3 3 2 2
長崎県 6 6 2 0
熊本県 0 0 0 0
大分県 0 0 0 0
宮崎県 0 0 0 0
鹿児島県 36 36 2 2
沖縄県 27 21 6 4
九州計 73 66 12 8

検定等 65 65 6 5
海外 108 87 12 9
合計 4,258 4,104 942 702
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北海道

札幌啓成、札幌手稲、有朋、札幌旭丘、
札幌藻岩、函館西、八雲、滝川、旭川西、
旭川北、旭川南、おといねっぷ美術工芸、
帯広柏葉、釧路湖陵、札幌平岸、札幌
厚別、北広島西、北見緑陵、札幌稲雲、
登別明日、札幌光星、立命館慶祥、札
幌第一、札幌大谷、東海大学付属札幌、
函館ラ・サール、帯広北、クラーク記
念国際、池上学院、北海道芸術

青森県

青森西、青森南、青森中央、弘前、弘
前中央、八戸北、八戸西、木造、三本
木、田名部、弘前工業、弘前実業、黒石、
東奥義塾、青森明の星、五所川原第一、
八戸工業大学第二

岩手県

盛岡第一、盛岡第二、盛岡第三、盛岡
第四、盛岡北、杜陵、葛巻、花巻北、
黒沢尻北、北上翔南、水沢、金ケ崎、
一関第一、千廐、高田、大船渡、住田、
宮古、久慈、軽米、盛岡市立、釡石、
南昌みらい、江南義塾盛岡、盛岡スコー
レ、盛岡中央、花巻東

宮城県

仙台第一、仙台第二、仙台第三、仙台
向山、古川、角田、築館、白石、石巻、
塩釡、泉、多賀城、宮城第一、仙台二華、
仙台三桜、石巻好文館、古川黎明、涌
谷、登米、農業、本吉響、小牛田農林、
工業、白石工業、気仙沼向洋、仙台南、
仙台、仙台工業、名取北、泉松陵、仙
台西、泉館山、宮城広瀬、利府、石巻西、
仙台東、富谷、宮城野、仙台青陵、気
仙沼、大河原産業、仙台育英学園、東北、
東北学院、東北学院榴ケ岡、宮城学院、
仙台白百合学園、尚絅学院、常盤木学
園、聖和学園、東北生活文化大学、聖
ウルスラ学院英智、仙台城南、古川学園、
東陵、飛鳥未来きずな

秋田県

秋田北、秋田南、大館鳳鳴、能代、本荘、
西目、大曲、大曲工業、大曲農業、角
館、横手、横手城南、湯沢、秋田明徳館、
仁賀保、秋田中央、秋田西、新屋、横
手清陵学院、秋田北鷹、湯沢翔北、聖
霊学園、秋田令和

山形県

山形東、山形南、山形西、山形北、山形
工業、山形中央、山形市立商業、天童、
寒河江、寒河江工業、谷地、左沢、東桜
学館、新庄北、新庄南、米沢興譲館、米
沢東、高畠、長井、長井工業、鶴岡工業、
庄内総合、酒田東、酒田西、遊佐、南陽、
上山明新館、霞城学園、鶴岡中央、酒田
光陵、村山産業、致道館、米沢鶴城、東
北文教大学山形城北、山形学院、日本大
学山形、山形明正、創学館、惺山、東海
大学山形、新庄東、九里学園、米沢中央、
基督教独立学園、羽黒、酒田南

福島県

福島工業高専、橘、福島西、福島商業、
福島北、伊達、安達、二本松実業、安積、
安積黎明、郡山東、郡山商業、須賀川桐陽、
会津、葵、会津学鳳、喜多方、磐城桜が丘、
いわき総合、いわき湯本、相馬、相馬総
合、ふくしま新世、郡山、福島東、福島南、
いわき光洋、ふたば未来学園、福島成蹊、
桜の聖母学院、尚志、東日本国際大学附
属昌平、会津若松ザベリオ学園、福島県
磐城第一、磐城緑蔭

茨城県
日立第一、多賀、水戸第一、水戸第二、
水戸第三、勝田、笠間、石岡第一、下
妻第一、日立北、水戸桜ノ牧、取手松陽、
古河、明秀学園日立、茨城キリスト教
学園、常磐大学、水城、東洋大学附属
牛久、常総学院、鹿島学園、翔洋学園、
つくば開成、第一学院　高萩校、ルネ
サンス、Ｓ

栃木県

宇都宮東、宇都宮南、鹿沼、石橋、小山、
小山城南、栃木、栃木女子、足利、足
利工業、真岡、真岡女子、茂木、烏山、
大田原、大田原女子、高根沢、宇都宮北、
宇都宮清陵、さくら清修、宇都宮中央、
作新学院、宇都宮文星女子、宇都宮短
期大学附属、星の杜、國學院大學栃木

群馬県

前橋（県立）、前橋南、前橋女子、前橋
（市立）、高崎北、前橋東、太田東、高
崎経済大学附属、伊勢崎、桐生清桜、
東京農業大学第二、前橋育英、明和県央、
ぐんま国際アカデミー高等部

埼玉県

不動岡、浦和工業、越生、松伏、伊奈
学園総合、大宮光陵、芸術総合、狭山
ケ丘、星野、大妻嵐山、浦和学院、獨
協埼玉、春日部共栄、開智、自由の森
学園、霞ケ関

千葉県

千葉東、国分、松戸（県立）、大多喜、安房、
木更津、津田沼、実籾、千葉西、千葉
商科大学付属、国府台女子学院高等部、
日本大学習志野、八千代松陰、市原中央、
東京学館船橋、桜林、わせがく、木更
津総合、中央国際、ヒューマンキャン
パスのぞみ

東京都

上野、片倉、小山台、工芸、狛江、日本橋、
東村山、富士、保谷、城東、晴海総合、
つばさ総合、芦花、桜修館、総合芸術、
三鷹、小台橋、東京家政学院、中央学
院大学中央、成城、保善、東洋女子、
獨協、潤徳女子、修徳、目黒日本大学、
科学技術学園、東京農業大学第一、日
本学園、豊南、自由学園高等部、八王
子学園八王子、ＮＨＫ学園、明星学園、
立志舎

志願者出身高校一覧（全試験区分）
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神奈川県

旭、柏陽、上溝南、二宮、神奈川総合、
桐蔭学園、向上、旭丘、森村学園高等部、
自修館

新潟県

新潟中央、新潟南、新潟江南、新潟西、
巻、新発田、中条、新津、五泉、長岡、
長岡大手、長岡工業、見附、三条、三
条東、加茂、小千谷、小出、柏崎、高田、
高田北城、上越総合技術、新井、佐渡、
万代、新潟東、新津南、新発田南、長
岡向陵、村上、新潟翠江、高志、新潟
明訓、北越、中越、上越、新発田中央、
新潟第一、東京学館新潟、開志学園

富山県

魚津、富山東

石川県

七尾

福井県

鯖江

山梨県

甲府第一、甲府城西、駿台甲府、富士
学苑、日本航空

長野県

須坂、長野吉田、長野東、篠ノ井、上
田染谷丘、諏訪二葉、中野西、長野俊英、
松本国際、文化学園長野、エクセラン、
さくら国際、ＩＤ学園

岐阜県

加納

静岡県

御殿場、沼津西、富士宮東、静岡城北、
静岡商業、浜松南、伊豆中央、駿河総合、
伊豆伊東、常葉大学附属橘、藤枝順心、
浜松学芸、誠恵、藤枝明誠

愛知県

旭丘、春日井西、刈谷、豊橋東、東邦

三重県

津東、代々木

滋賀県

米原

大阪府

港南造形、開明

兵庫県

三木、津名

奈良県

飛鳥未来

鳥取県

米子北

岡山県

岡山南、津山、総社南、明誠学院、鹿
島朝日

広島県

大崎海星、修道

山口県

山口

香川県

高松桜井

愛媛県

今治西

福岡県

筑紫女学園

佐賀県

東明館

長崎県
長崎東

鹿児島県

出水中央、屋久島おおぞら

沖縄県

名護、陽明、開邦、沖縄尚学、ヒュー
マンキャンパス、Ｎ
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東北芸術工科大学の総合型選抜入学試験［専願体験型］は、

一般的な大学入試のように機械的に点数の低い受験者を落

とすだけの選抜型とは全く異なり、大学と受験生の相互理解

を深め、通常の入試では評価されにくい受験生自身の魅力を

評価するものです。選考の際は、「アドミッション・ポリシー」

（大学側の求める学生像や受験生の受け入れ方針）やカリキュ

ラムなどを踏まえた上で、ワークショップや体験授業に参加い

ただきます。

本試験では学ぼうとする意欲や取り組む姿勢、大学教育を受

けるために必要な基礎的な学力、思考力、判断力、表現力や

協調性など、個々の幅広い魅力と能力を見い出します。加え

て、面接を通してあなたが持つたくさんの可能性も評価します。

これらを通して、受験時点での実力だけではなく、多角的な視

点で受験生一人ひとりと向き合い、選考する点が大きな特徴

です。

※事前課題や提出物はありません。
　また、本入試では面接時にファイル等の資料や作品を持ち込むことはできません。

※総合型選抜入試［専願体験型］は6学科・コースまで併願可能です。

※試験の詳細については、必ず「東北芸術工科大学 2027年度 学生募集要項」をご確
　認ください。

総合型選抜入学試験
［専願体験型］
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歴史遺産学科 歴史遺産コース

①体験授業（講義30分程度、レポート作成60分程度）
　歴史遺産に関するミニ講義を受講した後、レポートを提出する
②面接（一人12分程度）
　個別面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈

2027年度 学科・コース別 試験内容（予定）
※試験内容に変更が生じる場合があります。また、受験者数が少ない場合は別の試験方法となる場合がありますので、受験の際は、必ず「東北芸術工
科大学 2027年度 学生募集要項」をご確認ください。

※掲載写真は昨年度の試験の様子です。

歴史遺産学科 文化財保存修復コース

①体験授業（講義30分程度、レポート作成60分程度）
　文化財保存修復に関するミニ講義を受講した後、レポートを提出する
②面接（一人12分程度）
　個別面接

芸術学部
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総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈

美術科 日本画コース

①体験授業（日本画の写生体験）（300分程度）
　決められたエリア内（学校内）で各自、自由に対象を探して水彩にて風景画を制作する
②面接（1グループ20分程度）
　1グループ 2～3人で行う

美術科 洋画コース

①体験授業（静物油彩）＊アクリル絵具の使用も可能です。（300分程度）

　油彩制作におけるポイントレクチャーを行い、その後グループごとにモチーフを組み、油彩制作を行う

②面接（1グループ20分程度）

　1グループ2～3人で行う
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美術科 グラフィックアーツコース

①体験授業（240分程度）
　当日にイラストレーション、自画像デッサンのいずれかを選択し制作します
　【イラストレーション制作】
　事前のレクチャーで他者に伝えるイラストレーションのポイントについて学んだ上で、各自がテーマを自由（絵画的表現から絵
本・漫画・アニメ表現まで、抽象具象・カラーモノクロ問わず）に設定し、イラストレーションを制作する
　【自画像デッサン制作】
　事前レクチャーではデッサンのポイントについて学んだ上で、鉛筆による自画像デッサンを制作する
●体験授業終了後、面接の前後の時間を利用して、今日の作品のコンセプトや制作を振り返って気付いたことや考えたことを400
字程度のミニレポートにまとめ、提出をします
②面接（一人15分程度）
　個別面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈

美術科 彫刻・キャラクター造形コース

①体験授業（彫刻制作の体験）（お昼休憩を除いて360分程度）
　自然豊かな彫刻アトリエの周辺を散策し、収集した自然物やスケッチをもとに各自が自由に発想して粘土を使って立体作品を
制作する
　振り返りでは、制作物の意図や感想を発表する
③面接（1グループ 15分程度）
　1グループ2～4人で行う
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総
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美術科 総合美術コース

①体験授業（アートワークショップ体験）（185分程度）
　前半は、モダンテクニックなどの技法や造形素材を使ったアート技法を体験し、気づきや活動のねらいなどをまとめる、そ
こからこの技法を活用したワークショップイベントを考えて各自ワークシートに絵や文章で表現する
　後半は自身が考案したイベントをわかりやすく発表する
②面接（一人12分程度）
　個別面接

工芸デザイン学科

①体験授業（立体制作 120分程度、平面制作 150分程度（発表30分を含む））

　工芸デザインで必要とされる立体・平面制作の基礎を学ぶ

　立体制作では紙造形を基本とし、課題についての考え方、作り方など工程ごとに学び、与えられた条件に沿って制作する

　平面制作では、配色に関する前提講義を経て、与えられた条件に沿って各自テーマを設定し、複数の色を使用した配色デザ
　インを行う。デザイン完成後は一人ずつテーマと工夫した点を発表する

②面接（一人12分程度）

個別面接
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文芸学科

①体験授業

　・教員による説明を経て、グループ単位で昔話のリライト（書き換え）を行いその内容を発表する。

　・創作体験終了後、グループワークについて600 字程度の作文を執筆する。
②面接　個別面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈
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建築・環境デザイン学科

①体験授業（合計100 分程度）
建築やインテリア、街、自然や環境問題に関するミニ講義を2 回行い、それぞれ講義の要点や自身の意見をミニレポート
にまとめる。
②面接　個別面接

①体験授業（120 分程度） 
身のまわりにある文房具や生活用品などのプロダクトについて、その形状や機能を観察し、優れている点とその理由を
考察したうえで、改善すべき点を見出して提案シートにまとめる。まとめた提案を発表し、意見を交換しながらより良いデ
ザインについて話し合う。
②面接　個別面接

プロダクトデザイン学科

デザイン工学部

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈
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映像学科（キャラクターゲームコース／ CG・アニメーションコース／映像クリエイションコース）

①体験授業（合計110分）
　身近なものを世界に情報発信するためのアイデアを考え、企画書（アイデアシート）としてまとめる
　・グループワーク（前半30分）
　他の受験生とテーマについて話し合い、他者の視点を参考にしながら、自身の発想を広げる
　・個人ワーク（後半80分）
　テーマに基づき、ビジュアルと文章 [450文字 ]を用いて企画書（アイデアシート）を作成する
②面接（一人10分程度）
個別面接

グラフィックデザイン学科（グラフィックデザインコース／イラストレーションコース）

①体験授業（110分程度）
　デザインに関する模擬授業を受講した後、その授業の内容について発表してもらいます
②面接（一人15分程度）
個別面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈
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企画構想学科（企画構想コース／地域デザインコース／食文化デザインコース）

①体験授業（130分程度）
　・ミニ講義（20分程度）
　課題解決型ワークショップの進め方に関する講義を受講する
　・課題解決型ワークショップ（70分程度）
　講義で提示された対象地域の社会課題を解決し、地域デザインに寄与する社会を実現するモノやコトを、グループで話し
　合い、グループで発案されたアイデアを発表する
　・振り返りシート（40分程度）
　ミニ講義とワークショップを振り返り、考えたことや気づいたことを整理して記入する
②面接（一人15分程度）
個別面接

総
合
型
選
抜
入
学
試
験 ﹇
専
願
体
験
型
﹈
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小論文 /デッサン /水彩画 /油彩画

実技
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90 分試 験 時 間

● ア ド バ イ ス

　 小 論 文 は 感 想 文 で は あ り ま せ ん 。 書 き 手 が 思 っ た こ と を

素 直 に 書 い て も 、 そ れ は 感 想 文 に し か な り ま せ ん し 、 ま し

て や 誰 か の 顔 色 を う か が う よ う な 「 〇 〇 は し て は い け な い

と 思 い ま す 」 の よ う な 心 地 よ い 終 わ り 方 を す る 文 章 は 小 論

文 で は あ り ま せ ん 。

　 そ う な ら な い た め に 必 要 な 力 の 一 つ 目 は 文 章 力 で す 。「 あ

ー そ ー ゆ ー こ と ね 」 と 思 っ た あ な た 、 そ れ は 多 分 違 い ま す 。

わ か り や す く 読 み や す い 文 章 を 書 く の は 当 然 の こ と で 、

入 試 だ か ら と い っ て 特 別 、 要 求 さ れ る も の で は あ り ま せ ん 。

そ う で は な く 自 ら の 言 い た い こ と を 論 理 的 に 伝 え る た め

の 文 章 力 で す 。 自 ら の 主 張 の た め に ど の よ う な 語 句 を 使

え ば 良 い の か 。 一 文 内 の 構 成 だ け で は な く 、 段 落 内 の 文 章

構 成 、 さ ら に は 段 落 ご と の 全 体 構 成 も 含 め て 考 え る 必 要

が あ り ま す 。

　 二 つ 目 は 読 解 力 で す 。 例 え ば 課 題 文 で 「 白 米 の 美 味 し さ 」

に つ い て 述 べ ら れ て い る と し ま し ょ う 。 こ れ に 対 し て 「 ラ

イ ス ペ ー パ ー の 便 利 さ 」 を 書 い た と し た ら 、 課 題 文 の テ ー マ

か ら は 大 幅 に ず れ て い る こ と に な り ま す 。 も ち ろ ん 同 じ 「 米 」

に つ い て 書 い て い る た め 、 解 答 者 自 身 は 関 連 す る 意 見 を 述

べ て い る 感 覚 に 陥 っ て い る の は わ か り ま す 。 し か し 課 題 文

の 主 題 を 見 失 っ て い る と 読 み 取 れ ま す 。

　 三 つ 目 は 構 成 力 に な り ま す 。 「 白 米 の 美 味 し さ 」 と い う

課 題 文 に 対 し 、 「 美 味 し い 」 、 「 不 味 い 」 と い う 対 立 軸 を 勝 手

に 構 成 し 、 片 方 の 立 場 で 意 見 を 述 べ る の は ベ ス ト な 選 択 で

は あ り ま せ ん 。 な ぜ な ら ま ず 課 題 文 に そ の 二 項 対 立 が 書

か れ て い る か ど う か の 確 認 が 必 要 で す 。 ま た 賛 成 や 反 対

は 誰 で も で き る こ と で 、 そ こ に 書 き 手 の 力 は あ ま り 必 要

あ り ま せ ん 。 何 よ り 対 象 に 対 す る 思 想 が 二 つ し か な い の は 、

極 め て 窮 屈 な 考 え で す 。 そ う で は な く 単 な る 対 立 軸 を 越

え て 、 自 ら の 意 見 を 述 べ る 力 が 試 さ れ ま す 。 そ の た め に は

課 題 文 を 踏 ま え 、 自 ら の 意 見 を 論 理 的 に 構 成 し 、 説 得 力 の

あ る 内 容 を 練 り 上 げ る こ と に な り ま す 。

　 最 後 は 論 理 展 開 力 に な り ま す 。 感 想 文 に な ら な い た め

に は 、 客 観 的 な 情 報 を よ り ど こ ろ に し た 論 理 的 な 思 考 を

行 い 、 そ れ ら の 情 報 に よ り 自 ら の 意 見 や 思 想 を 実 証 し て い

く 必 要 が あ り ま す 。 そ の た め に は 数 多 く の 本 を 読 み 、 ニ ュ

ー ス に 触 れ 、 知 識 を 増 や し 、 自 ら の 身 体 で の 体 験 ・ 経 験 を

し て い か な け れ ば な り ま せ ん 。 こ こ で 陥 り が ち な の は 、 自

ら の 体 験 を た だ 書 く だ け で 論 理 的 な 主 張 に な る と 思 い 込

む こ と で す 。 も ち ろ ん 皆 さ ん の 経 験 は 皆 さ ん の 経 験 と し

て 重 要 で す 。 で も 別 の 人 が 同 じ 事 象 を 経 験 し て も 、 正 反 対

の 感 慨 を 抱 く 可 能 性 も あ り ま す 。 つ ま り 個 人 の 体 験 を 普

遍 化 す る た め に は 論 理 的 な 力 が 必 要 に な り ま す 。

　 文 章 を 書 く 訓 練 、 そ の た め に 必 要 な 情 報 の 取 得 を 常 日

頃 か ら 取 り 組 む た め 、 小 論 文 を 書 く 力 は 一 朝 一 夕 で 身 に つ

く も の で は あ り ま せ ん 。 逆 に い え ば 皆 さ ん が こ れ ま で 生

き て き て 経 験 し た こ と 、 知 識 と し て 吸 収 し た こ と が 直 接

的 に 表 れ て き ま す 。 そ の 多 様 な 知 識 に 裏 打 ち さ れ た 多 様

な 感 性 は 、 入 学 後 も 必 ず 活 か さ れ ま す 。

出 題 内 容 指 定 の 出 題 テ ー マ に 沿 っ て 提 示 さ れ た 文 章 （ 著 作 物 ・ 新 聞 記 事 ・ コ ラ ム 等 ） を 読 み 、 そ の 内 容 に 触

れ つ つ 自 分 の 考 え を ６ ０ ０ 〜 ８ ０ ０ 字 で 述 べ る

テ ー マ 「 社 会 と 人 間 」（ 全 入 試 共 通 ）

評 価 の ポ イ ン ト 「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 」 を 評 価 す る た め 以 下 の ポ イ ン ト を 重 視 す る

文 章 力 ： 単 な る 読 み や す い 文 章 だ け で は な く 、 論 理 的 な 文 章 を 書 け て い る か

読 解 力 ： 課 題 文 で 書 か れ て い る 主 題 を き ち ん と 理 解 し 、 自 ら の 意 見 を 書 け て い る か

構 成 力 ： 自 分 の 都 合 の い い よ う に 、 強 引 に 理 屈 を こ じ つ け る よ う な 説 を 述 べ る の で は な く 、 課 題

文 と の 連 続 性 の 中 で 文 章 を 書 け て い る か

論 理 展 開 力 ： 自 ら の 感 想 や 体 験 に と ど ま ら な い 客 観 的 な 視 点 に よ り 、 論 理 的 な 考 察 を 行 え て い る か

大 学 で 用 意 す る も の 解 答 用 紙 （ 原 稿 用 紙 縦 書 き ） 、 下 書 き 用 紙 （ A ３ 、 ２ 枚 ）

受 験 者 が 用 意 す る も の 鉛 筆 ま た は シ ャ ー プ ペ ン シ ル 、 消 し ゴ ム 、 鉛 筆 削 り

※ ２ ０ ２ ７ 年 度 の 出 題 概 要 は 、 「 東 北 芸 術 工 科 大 学 ２ ０ ２ ７ 年 度 学 生 募 集 要 項 」 を ご 確 認 く だ さ い 。

小 論 文

小
論
文
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小
論
文

総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈ ／ 外 国 人 留 学 生 特 別 選 抜 試 験

以 下 の 文 章 は 、 藤 嶋 陽 子 『 「 あ り の ま ま 」 の 身 体 メ デ ィ ア が 描 く 私 の 見 た 目 』 （ 青 土 社 ／

２ ０ ２ ５ 年 ） か ら の 抜 粋 で す 。

こ の 文 章 を 読 み 、 「 社 会 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、 ６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ

け て 自 由 に 論 じ な さ い 。

問 題

　 「 あ り の ま ま 」 を め ぐ る 強 さ

　 今 日 の 私 た ち の 見 た 目 を 取 り 巻 く 状 況 を 考 え て い く と 、

理 想 と 現 実 が 拮 抗 す る 状 態 に あ る 。 倫 理 的 に 正 し い 態 度 と

し て 、 「 あ り の ま ま 」 の 自 分 を 肯 定 す る こ と を 推 奨 さ れ つ

つ も 、 「 美 し さ 」 を 渇 望 す る 気 持 ち を 簡 単 に は 手 放 す こ と

は で き な い 。 た と え 、 そ の 「 美 し さ 」 が 従 来 よ り も 多 様 な 姿

と な り 、 画 一 的 な 基 準 で は な く な っ た の だ と し て も 、 よ り

良 い 自 分 の た め に 「 美 し さ 」 を 追 い 求 め る と い う こ と か ら

完 全 に 距 離 を と る こ と は 難 し い 。 自 分 の な か に 深 く 根 づ い

た 「 美 し さ 」 へ の 憧 れ や 葛 藤 、 新 た に 称 揚 さ れ る よ う に な

っ た 「 正 し さ 」 へ の 共 感 や も ど か し さ 、 こ う し た 価 値 観 の 複

雑 な 交 差 の な か で 揺 さ ぶ ら れ 、 い ず れ の 側 で も 理 想 像 や

憧 れ を 具 現 化 す る 手 段 と し て 、 何 ら か の 消 費 を 促 さ れ つ

づ け る 状 況 に あ る 。

　 こ う し た 環 境 下 で 、 私 た ち に は 態 度 の 選 択 が 迫 ら れ る 。

そ れ は 見 た 目 の 問 題 か ら は 逃 れ ら れ な い な か で 、 私 た ち

に 求 め ら れ る 強 さ で も あ る だ ろ う 。 ま ず ひ と つ に は 、 ボ デ

ィ ポ ジ テ ィ ブ （ 注 １ ） の 実 践 者 の よ う に 、 「 あ り の ま ま 」 の

自 分 の 姿 を 肯 定 す る と い う 強 さ 。 今 日 の 社 会 的 状 況 は 本

音 と 建 前 の よ う な も の で 、 一 見 す る と ボ デ ィ ポ ジ テ ィ ブ の

よ う な ポ リ テ ィ カ ル コ レ ク ト ネ ス （ 注 ２ ） の 潮 流 に 向 か っ て

は い る も の の 、 や は り 伝 統 的 な 美 の 規 範 は 根 深 い 。 そ の た

め Ｓ Ｎ Ｓ を 中 心 に 、 ボ デ ィ ポ ジ テ ィ ブ の ロ ー ル モ デ ル （ 注 ３ ）

と し て 活 動 し て い る 人 び と に は 心 無 い 言 葉 が 向 け ら れ て

い る 。 ま た 所 属 す る コ ミ ュ ニ テ ィ の 性 質 に も よ る が 、 日 常 生

活 や よ り 身 近 な 範 囲 で の 人 付 き 合 い に お い て は 、 「 × × さ

ん は 細 く て か わ い い 」 と い っ た 、 他 者 の 容 姿 へ の 規 範 的 な

言 及 に 遭 遇 す る こ と は 珍 し く は な く 、 根 本 的 な 価 値 観 を

転 換 す る 難 し さ を 感 じ さ せ ら れ る 。 こ う し た な か で 、 そ れ

で も 自 分 な り の 「 美 し さ 」 や 「 あ り の ま ま 」 の 自 己 を 肯 定 し 、

そ の 価 値 観 を 貫 く こ と に は 一 定 の 強 さ が 必 要 と な る 。 も ち

ろ ん 、 自 分 自 身 を 愛 す る こ と が で き る 状 態 が 本 来 、 当 然 の

も の で あ る べ き で 、 そ れ を 「 強 さ 」 と 表 現 し て し ま う こ と

自 体 、 問 題 で あ る の だ ろ う 。 だ が 、 そ れ ほ ど 世 間 的 な 価 値

観 や 慣 習 に は 今 も ま だ 課 題 が 大 き く 、 何 よ り 今 日 に 至 る

ま で に 自 分 自 身 が 抱 え て き た コ ン プ レ ッ ク ス は 、 そ う 容 易

く 手 放 せ る も の で も な い 。

　 他 方 で 今 日 的 な 状 況 に 抗 う 強 さ と し て は 、 こ れ と は ま

た 異 な る 方 向 性 も あ り 得 る だ ろ う 。 そ れ は 際 立 っ た 容 姿

端 麗 な 姿 で 注 目 を 集 め 、 羨 望 の 対 象 と な る イ ン フ ル エ ン サ

ー た ち の よ う に 、 「 美 し さ 」 へ の 鍛 錬 を 積 み 重 ね 、 自 己 実 現

へ と 結 び つ け て い く 強 さ だ 。 Ｓ Ｎ Ｓ 上 で は ボ デ ィ ポ ジ テ ィ

ブ の よ う な 多 様 な 美 の 在 り 方 を 発 信 す る ロ ー ル モ デ ル も

存 在 す る が 、 そ れ 以 上 に 数 多 存 在 す る の が 、 ダ イ エ ッ ト や

美 容 整 形 に つ い て の 情 報 を 発 信 す る イ ン フ ル エ ン サ ー た ち

で あ る 。 Ｓ Ｎ Ｓ 投 稿 を 生 業 と す る コ ン テ ン ツ ク リ エ イ タ ー

か ら 、 キ ャ バ ク ラ や ラ ウ ン ジ に 勤 務 す る ナ イ ト ワ ー カ ー 、 大

学 生 や 会 社 員 な ど 、 そ の 属 性 は 多 岐 に 渡 り 、 彼 女 た ち の 目

指 す も の が 異 性 愛 的 な 「 モ テ 」 を 追 求 し た 姿 な の か 、 そ れ

と も 自 分 の た め と い う 意 識 で あ る の か 、 美 容 実 践 へ の モ チ

ベ ー シ ョ ン は 個 々 に 異 な る こ と だ ろ う 。 し か し な が ら 彼 女

た ち に 共 通 し て 備 わ っ て い る も の は 、 理 想 と す る 身 体 を 獲

得 す る た め に 努 力 を 惜 し ま な い 姿 勢 で あ り 、 ル ッ キ ズ ム （ 注

４ ） の 問 題 や ボ デ ィ ポ ジ テ ィ ブ の よ う な 思 想 が 広 ま る な か

で も 、 自 分 の 依 拠 す る 「 美 し さ 」 を 貫 き 、 そ の 容 姿 を ア ド バ

ン テ ー ジ と し て 富 や 社 会 的 地 位 を 築 き 上 げ て い く 強 さ だ 。

　 こ の ど ち ら の 強 さ の あ り 方 も 、 今 を 生 き る 私 た ち の 憧

れ と な る 姿 と し て 共 有 さ れ て い る 。 私 た ち の 身 体 を め ぐ

る 規 範 は 、 時 に マ ー ケ ッ ト 戦 略 と 絡 み 合 い な が ら 、 ま た 他

人 の 身 体 を メ デ ィ ア コ ン テ ン ツ 化 す る 力 学 と も 結 び つ き な

が ら 、 揺 れ 動 き つ づ け て い る 。 規 範 的 な 美 し さ に 縛 ら れ る

こ と は 、 も う 止 め よ う 。 そ れ で も 、 「 美 し く 」 あ ろ う 。 や は

り 「 美 し い 」 方 が い い 。 堂 々 巡 り の 割 り 切 れ な い 状 況 が つ づ

く な か で も 、 自 分 な り の 強 さ を 得 る こ と が で き れ ば き っ と 、

こ の 状 況 を 器 用 に 乗 り 切 っ て い け る の だ ろ う 。

【 語 注 】

注 １ ： ボ デ ィ ポ ジ テ ィ ブ ― 体 型 や 見 た 目 、 ジ ェ ン ダ ー に 関 係 な く 、 自

　　　 分 の 身 体 を 肯 定 し よ う と す る 考 え 方

注 ２ ： ポ リ テ ィ カ ル コ レ ク ト ネ ス ― 人 種 ・ ジ ェ ン ダ ー ・ 身 体 的 特 徴 な

　　　 ど に お い て マ イ ノ リ テ ィ に 属 す る 者 へ の 政 治 的 ・ 社 会 的 に 配 慮

　　　 さ れ た 表 現 や 態 度 を 取 ろ う と す る 考 え 方

注 ３ ： ロ ー ル モ デ ル ― 模 範 と な る 人 物 。 手 本 と し て 参 考 に さ れ る 人

注 ４ ： ル ッ キ ズ ム ― 外 見 を 理 由 に し た 差 別 や 偏 見

注 意 事 項

１　 大 学 で 用 意 す る も の

　　 解 答 用 紙 （ Ａ ３ １ 枚 ・ 原 稿 用 紙 縦 書 き ） 、 下 書 き 用 紙 （ Ａ ３ ２ 枚 ）

２　 受 験 生 が 用 意 す る も の

　　 鉛 筆 ま た は シ ャ ー プ ペ ン シ ル 、 消 し ゴ ム 、 鉛 筆 削 り
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参 考 解 答

評 価 ポ イ ン ト

　 多 く の 解 答 で は Ｓ Ｎ Ｓ に 対 す る 直 截 的 な 批

判 や 女 性 を め ぐ る 問 題 と し て 他 者 化 し て い る

も の が 見 ら れ た 。 し か し な が ら 課 題 文 で は Ｓ

Ｎ Ｓ の 功 罪 で は な く 、 Ｓ Ｎ Ｓ を 通 じ て 表 出 す る

問 題 点 が 指 摘 さ れ て い る し 、 「 美 し さ 」 に 対 す

る 憧 れ が 加 速 し て い る の は 女 性 だ け で は な く 、

身 体 性 が 追 求 さ れ る の は 男 性 も 同 様 で あ る 。

そ の う え で 参 考 解 答 は 課 題 文 を 受 け 入 れ な が

ら 、 Ｓ Ｎ Ｓ に よ り 浮 き 上 が っ て く る 美 醜 を め ぐ

る 問 題 点 を 指 摘 し て い る 。

「 美 し さ 」 の 本 質 を 自 覚 す る

　 現 代 社 会 に は 「 あ り の ま ま 」 で い よ う と い う 風 潮 が あ り

な が ら も 、 「 理 想 」 を 求 め る 人 が 注 目 さ れ る 。 筆 者 は 、 こ の

割 り 切 れ な い 状 況 で も 「 自 分 な り の 強 さ 」 を 得 れ ば 乗 り 切

れ る と 述 べ て い る 。 私 は 、 自 分 な り の 強 さ と は 自 分 が 「 美

し さ 」 か ら 何 を 求 め て い る の か 、 「 美 し さ 」 の 何 を 評 価 し て

い る か を 自 覚 し て い る こ と だ と 考 え る 。

　 私 た ち が 「 あ り の ま ま 」 で い よ う と す る の は 、 自 分 を 愛

す こ と や 受 け 入 れ る 姿 勢 が 多 様 化 す る 社 会 に 求 め ら れ

て い る か ら だ 。 一 方 、 「 理 想 」 を 求 め る 人 が 注 目 さ れ る の は 、

自 分 を 理 想 と 近 づ け て 愛 そ う と し て い る か ら だ と 考 え る 。

ど ち ら も 自 分 を 愛 す こ と が 目 的 で 、 そ れ を 追 求 す る 姿 勢

が 評 価 さ れ て い る 。

　 し か し 現 代 社 会 は 、 「 美 し さ 」 そ の も の を 追 求 す る 姿 勢

を 評 価 し 、 自 分 た ち が 何 を 求 め て い た の か 本 質 を 忘 れ て

し ま っ て い る 。 Ｓ Ｎ Ｓ は 美 容 に 関 す る ト ピ ッ ク が 注 目 さ れ 、

情 報 が あ ふ れ て い る 。 ど う す れ ば 美 し く な れ る の か 、 ど う

す れ ば 美 し い と 思 わ れ る よ う に な る の か 、 「 ど う す れ ば 」

と い う 表 面 上 美 し く な る 方 法 ば か り を 気 に し 、 美 し く な

っ た 先 で 自 分 が ど う あ り た い か 考 え る こ と を 忘 れ て し ま

っ て い る 。 だ か ら 「 あ り の ま ま 」 で い よ う と い う 風 潮 と 「 理

想 」 を 求 め る こ と を 全 く 別 の こ と の よ う に 感 じ て 、 ど ち ら

が 良 い か と 堂 々 巡 り を し て し ま う 。

　 だ か ら 、 「 美 し さ 」 を 自 分 で 愛 す る 手 段 と し て 求 め て い

て 、 「 美 し さ 」 か ら 自 分 を 愛 そ う と い う 姿 勢 を 評 価 し て い

る 自 覚 を 持 つ こ と が 出 来 れ ば 、 「 あ り の ま ま 」 と 「 理 想 」 の

ど ち ら も 受 け 入 れ て 共 生 し て い く こ と が で き る 。 ど ち ら

も 自 分 を 愛 す と い う 本 質 を 持 っ て お り 、 そ れ に 気 付 く こ と

が 、 自 分 の 強 さ に な る と 私 は 考 え る 。
小
論
文
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小
論
文

評 価 ポ イ ン ト

　 筆 者 自 身 が 表 現 に 触 れ た こ と で 得 た 「 他 人

事 で は な い 、 自 分 の 考 え 」 に つ い て 、 経 験 を も

と に 丁 寧 に 述 べ て い る 点 は 、 問 題 文 で 示 さ れ て

い る 「 自 分 の 眼 差 し で 物 事 を 見 る こ と 」 の 意 義

を 的 確 に 捉 え て お り 、 高 く 評 価 で き ま す 。

　 ま た 後 半 で は 、 よ り よ い 社 会 の 構 築 に は 一 人

一 人 の 想 像 性 が 不 可 欠 で あ る と い う 視 点 が 示

さ れ 、 「 社 会 と 人 間 」 と い う 大 き な テ ー マ に 対

す る 筆 者 自 身 の 考 察 の 深 ま り が 感 じ ら れ ま す 。

自 身 の 体 験 と 社 会 的 な 視 点 を 結 び つ け 、 全 体

と し て ま と ま り の あ る 主 張 に 仕 上 が っ て い ま す 。

見 慣 れ た も の の 大 切 さ に 気 づ く こ と

　 名 画 と 呼 ば れ る 絵 を 描 い た 人 は 、 不 幸 な 生 い 立 ち で あ る

こ と が 多 い 。 実 際 、 ゴ ッ ホ は ピ ス ト ル で 自 殺 す る ほ ど 精 神

が 追 い つ め ら れ て い た 。 な ぜ 名 画 を 描 い た 人 が 不 幸 な こ と

が 多 い の か 。 そ れ は 失 っ て か ら 、 見 慣 れ て い る も の の 大 切

さ に 気 が つ き 、 そ の 悲 し み の 中 明 る さ を 表 現 す る 領 域 に 達

し て い た か ら だ と 考 え る 。 で は 、 よ い 表 現 を す る の に は 不

幸 で あ る こ と が 必 要 か 。 私 は そ の 必 要 は な い と 考 え る 。 な

ぜ な ら 、 失 わ な く と も 、 見 慣 れ た も の の 大 切 さ に 気 づ く こ

と が で き る か ら だ 。 そ の た め に は 、 問 題 を 他 人 事 で は な く 、

自 分 の こ と の よ う に 考 え る こ と が 必 要 だ 。

　 私 は 、 原 爆 に つ い て の 写 真 集 を 読 ん だ こ と が あ る 。 被 爆

し た 原 爆 ド ー ム や ピ ア ノ な ど 様 々 な 写 真 が 載 っ て い た 。 そ

の 中 で 私 が 最 も 印 象 に 残 っ て い る の が 、 被 爆 者 の 着 て い た

ワ ン ピ ー ス の 写 真 だ 。 そ の 写 真 か ら 私 は 、 被 爆 し た 女 の 子

が 私 と 変 わ ら な い オ シ ャ レ が 好 き な 一 人 の 女 の 子 で あ っ た

こ と を 読 み 取 る こ と が で き た 。 漠 然 と し た 被 爆 者 の 中 か ら 、

そ の 一 人 の ワ ン ピ ー ス を 着 て い た 女 の 子 と い う 輪 郭 が 浮 か

び 上 が っ て き た と き 、 私 は 原 爆 の む ご さ を 知 っ た 。 そ れ ま

で 私 は 原 爆 が 落 ち た と い う 事 実 を ど こ か 他 人 事 の よ う に

感 じ て い た の だ っ た 。

　 メ デ ィ ア は 総 合 的 な 概 念 的 な 情 報 を 伝 え る こ と が 多 い 。

し か し 、 そ れ で は 事 実 し か 知 る こ と が で き な い 。 事 実 を 知

っ た だ け で は 、 問 題 を ど こ か 他 人 事 の よ う に 考 え て し ま う 。

そ れ は 、 も っ た い な い こ と だ 。 問 題 は 見 慣 れ た も の の 大 切

さ に 気 づ く た め の チ ャ ン ス で あ る 。 誰 に で も 一 人 一 人 に 生 活

が あ り 、 人 生 が あ り 、 ド ラ マ が あ る 。 そ れ を 知 る こ と で 問

題 を 自 分 事 の よ う に 考 え る こ と が で き る 。 そ う し て 見 慣

れ た も の の 大 切 さ に 気 づ く こ と に よ っ て 不 幸 に な ら ず と

も 良 い 表 現 を 追 求 で き る よ う に な る 。 そ れ に よ り 、 社 会 は

よ り 豊 か に な る と 私 は 考 え る 。

参 考 解 答
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 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 後 期 ﹈

以 下 の 文 章 は 、 渡 部 宏 樹 著 『 フ ァ ン た ち の 市 民 社 会 あ な た の 「 欲 望 」 を 深 め る 10 章 』 （ 河 出 書 房

新 社 ／ ２ ０ ２ ５ 年 ） か ら の 抜 粋 で す 。

こ の 文 章 を 読 み 、 「 社 会 と 人 間 」 を テ ー マ に 、 自 分 の 考 え を ６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ

け て 自 由 に 論 じ な さ い 。

問 題

小
論
文

※ 文 章 は 著 作 権 の 問 題 に よ り 公 開 で き ま せ ん 。
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参 考 解 答 は あ り ま せ ん 。

参 考 解 答
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デッサン

●アドバイス
モチーフは日用雑貨としてみなさんが日頃から目にしてい
るモノです。普段目にしているモノだからこそ改めてしっか
り観察する事から始めてみてください。また、モノと人（手）
がどのように接しているのかも観察してみましょう。そして、
沢山描いてみることが大切です。デッサンの評価ポイント
は「観察」「構成」「描写」の３つです。この評価ポイントに従
って描いてみましょう。

（1）観察
「観察」のポイントは、モチーフが持っている情報を収集し、
それがどういうモノなのかを理解できているか？です。手
は骨格や筋肉のつき方など、皮膚の下にある構造を意識
することが必要です。各指の太さや長さ、手のひらの大き
さ、厚み、手首と腕の長さなど、それぞれの比率も重要なポ
イントです。また皮膚や爪などの質感表現は、「手らしさ」を
表す大切な部分です。日用雑貨も同じように構造的な観察
を行ってください。紙コップなどのモチーフは形や比率の正
確さが特に重要です。またコップの縁の膨らみや紙の薄さ、
持ったときの軽さ、ロープの柔らかさなど、その物らしさを
表す部分を見落とさないようにしましょう。

（2）構成
「構成」のポイントは、モチーフの組み合わせ方、そしてそれ
らを画面にどのように描いているか？です。まず手と日用
雑貨の組み合わせ方が重要です。モチーフそれぞれの「ら
しさ」が出るポーズ、アングル、組み合わせた時に立体的な
空間を作れているか等を注意深く確認しましょう。次に画
面にどのように配置するかですが、大き過ぎず、小さ過ぎず、
画面の余白との関係をしっかり確認して位置を決めましょう。

（3）描写
「描写」のポイントは、観察し構成したモチーフがしっかり
描き込まれているか？です。そのためには光の方向を定め、
陰影のつき方に矛盾が起きないようにしましょう。また、モ
チーフの手前と奥の描き込み密度、鉛筆の濃淡の使い分け、
観察や構成から得られた事を整理して描き込むようにしま
しょう。

出題内容 鉛筆によるデッサン
モチーフ：日用雑貨と手（片手・両手いずれも可）（全入試共通）

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
観察力：形、質、色などモチーフが持っている情報をどれだけ多く得られているか
構成力：モチーフの組み合わせ方、画面にどのように描いているか
描写力：観察して構成したものをしっかり描いてモチーフの特徴が第三者にも判るか

大学で用意するもの B3画用紙、下書用紙（A3、2枚）

受験者が用意するもの
（使用可能用具）

鉛筆デッサン用具一式、カルトン（画板）またはパネル、カルトン用クリップ、フィキサチーフ（定着液）
は試験終了時に限って使用可
使用可：鉛筆（シャーペン可）、消しゴム（練り消しゴム含む）、鉛筆削り用具（カッター含む）、デッサ
ンスケール（デスケル）、擦筆、羽ぼうき（製図用ブラシ含む）、はかり棒、定規、ティッシュおよびガ
ーゼ（袋から出して使用）

※2027年度の出題概要は、「東北芸術工科大学 2027年度 学生募集要項」をご確認ください。

試験時間 180分

デ
ッ
サ
ン
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与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：紙箱

総合型選抜入学試験［併願型］／外国人留学生特別選抜試験

問題

参考解答

評価コメント
紙の箱というシンプルなモチーフです
が、開閉部をわずかに開くことで形態
に動きを生み出しており、構図への意
識が感じられます。また、箱に落ちる
複数の影も丁寧に観察され、光の関
係がよく表現されています。一方で、
箱の面の表現がやや粗く見えるため、
人物の皮膚と箱の質感の違いを意識
し、それぞれに適した描写ができると、
画面の完成度がさらに高まるでしょう。
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評価コメント
紙の箱を大きく開き、親指と小指では
さみ込むように持つ構図が、画面に力
強い動きを生み出しています。手首や
親指の曲がりによるシワや形の変化
も丁寧に描写されており、明暗や空間
の関係もよく整理された、充実したデ
ッサンです。一方で、箱のフタのアー
ル部分に直線が集中して見えるため、
線の位置をわずかに調整して奥行き
を示すと、空間がさらに明確になるで
しょう。

評価コメント
光の方向を意識し、紙箱に差す影の
描写によって手と紙箱の間に生まれ
る空間を表そうとしている点が良いで
す。一方で、手と紙箱が接している部
分の描写がやや弱く、それぞれが別々
に見えてしまっている点が惜しいです。
影の描写とあわせて接地部分を丁寧
に捉えることで、より一体感のある表
現になるでしょう。また、画面いっぱ
いに入る構図は迫力がありますが、や
や窮屈に感じられるため、全体のバラ
ンスを意識するとさらに良くなるでし
ょう。
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評価コメント
紙箱の蓋を少し開けた状態で上から
掴むポーズは、モチーフと手それぞれ
の特徴をうまく引き出しており、白い紙
箱の質感もよく表現されています。一
方で、画面下部にやや余白が感じられ
るため、紙箱の角度を調整し、もう少
し大きく画面に取り入れると、構図が
より安定するでしょう。限られた時間
で構図を決定することは難しいですが、
基本形をもとに複数のパターンを想定
して練習することも有効です。

評価コメント
紙箱の雰囲気を出すために手に少し
力を入れて持っている構成は、モチー
フらしさを引き出しており効果的です。
また、手のひらと紙箱の間の空間も、
紙箱上面の描写によって的確に表現
されており、ねらいが明確に伝わるデ
ッサンです。一方で、描き始めの段階
で形の把握がやや不十分だったため
か、紙箱の形にわずかな歪みが見ら
れます。描写を進めながら形を見直し、
修正していくことを意識すると、より
完成度が高まるでしょう。
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与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：セロハンテープ

問題

一般選抜入学試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］
社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験

参考解答

評価コメント
横構図で画面を大きく使い、反った人
差し指の印象によって躍動感がよく
表れています。手全体の量感に配慮
しながら、爪や皺、テープの反射など
細部まで丁寧に描き込まれており、観
察の精度の高さが感じられます。一
方で、奥にある指の描写がやや強く、
手前に迫って見えるため、手の内側の
奥行きや広がりがやや弱くなってい
ます。立体的な空間を意識して描写
すると、さらに良くなるでしょう。
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評価コメント
幾何形体のモチーフを象徴的に掲げ
る構図により、ストーリー性とすっきり
とした印象が生まれています。親指に
焦点を定め、奥から手前へと描写密度
を高めることで、見る側の視点も意識
されています。全体的に繊細で丁寧
な描写が印象的ですが、人差し指の
描写がやや弱く感じられる点と、テー
プ外面の円筒形の捉えに改善の余地
があります。形態の把握を意識すると、
さらに良くなるでしょう。

評価コメント
画面構成、手とモチーフの描写密度、
色味の表現など、全体的にバランス
の良いデッサンです。骨格を感じさせ
る手の描写やテープの円形の正確さ
から、優れた観察力が感じられます。
影や微妙な明暗の調子も丁寧に捉え
られており、テープの透明感や薄さも
よく表現されています。一方で、親指
の末節がやや小さく見えるため、制
作の途中で相対的な大きさを確認す
ると、さらに完成度が高まるでしょう。
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評価コメント
画面を大きく使い、手とモチーフがバ
ランスよく配置されています。テープ
を引き出して指に巻き付ける動きを取
り入れたことでポーズに必然性が生ま
れ、印象的な構図となっています。手
のしわや陰影も丁寧に描写されてお
り、モチーフの透明感や光沢感もよく
表現されています。一方で、掌付近の
指とモチーフが接する部分にやや形
の乱れが見られるため、その点を意識
して修正すると、さらに完成度が高ま
るでしょう。

評価コメント
縦構図の中に手とモチーフ、さらに影
までをバランスよく配置できています。
モチーフの影を画面上に落とすこと
で光の方向が明確になり、空間の広
がりも感じられる構成です。手のしわ、
特に親指の描写が丁寧で、画面中央
に安定感を与えています。また、テー
プの透明感や光沢感、紙芯内側の印
刷部分も雰囲気よく表現されていま
す。全体として完成度の高いデッサン
です。
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与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：フォーク

問題

 一般選抜入学試験［後期］

参考解答

評価コメント
フォークを親指と薬指でつかみ、下
から見上げる大胆な構図が印象的で、
強い視覚的インパクトを生み出して
います。親指とフォークを主役に据え、
手首から人差し指へと屈折を繰り返
す流れと、画面いっぱいに展開する
構成も効果的です。金属の光沢や面
の変化も的確に捉えられており、観
察力の高さがうかがえます。前腕部
がやや単調に見えるため、描写に変
化をつけるかボリュームを整理すると、
画面の力強さがさらに増すでしょう。
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水彩画 試験時間 300分

●総合型選抜入学試験［併願型］／外国人留学生特別選抜
　試験 出題のねらい
1月及び3月実施の入試と異なり、限られた数（1～2点）の
モチーフで水彩画の試験を行ないます。対象の構造を理解
し、どこまで対象に迫ることが出来るのかということが特
に重要です。目前の対象をただ写し取るだけでは無く、対
象の細部まで丁寧に観察して質感を捉えていこうとする姿
勢、また対象の魅力を引き出していく姿勢を重視します。

●総合型選抜入学試験［併願型］／外国人留学生特別選抜
試験 アドバイス
対象の構造を理解し、どこまで対象に迫ることが出来るの
かということを重視します。形態を捉えることはもちろんの
こと、対象の細部まで丁寧に観察して質感を捉えていこう
とする姿勢、そして対象の魅力を引き出そうとする姿勢が
大切です。絵の具における色彩表現においては、自身の色
彩感覚を大切にして、積極的に色を探りながら筆で丹念に
描くことを心掛けてください。
対象を理解した上で、どのように表現するのかということ
を大切にしてください。そのためには日頃から自分が何に
心惹かれるのか、何を伝えたいのかということを問い、制
作に励んでください。

●一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］／
　大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］
　社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験
　アドバイス
対象の構造を理解し、どこまで対象に迫ることが出来るの
かということを重視します。形態を捉えることはもちろんの
こと、対象の細部まで丁寧に観察して質感を捉えていこう
とする姿勢、そして対象の魅力を引き出そうとする姿勢が
大切です。構想に対しての感覚も評価のポイントです。与
えられた対象を用いて、明確な意図を示した構図、構成を
期待します。
絵の具における色彩表現においては、自身の色彩感覚を大
切にして、積極的に色を探りながら筆で丹念に描くことを
心掛けてください。
5時間という限られた時間の中で魅力的な画面を作るには、
何を主題とするのかをしっかり見極めて制作することが重
要です。対象を理解した上で、どのように表現するのかと
いうことを大切にしてください。そのためには日頃から自分
が何に心惹かれるのか、何を伝えたいのかということを問い、
制作に励んでください。

出題内容 水彩画制作
［試験別モチーフ］
◯【12月実施】総合型選抜入学試験［併願型］／外国人留学生特別選抜試験：果物、野菜、無機物
などの静物1～2点

◯【1月及び3月実施】一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］／大学入学共通テスト利用入学試
験［1科目利用］／社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験：花、果物、野菜、無機物などの
静物を数点

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
◯【12月実施】総合型選抜入学試験［併願型］／外国人留学生特別選抜試験：果物、野菜、無機物
などの静物1～2点

描写力（技術）：対象から得た情報を個々の技術でいかに再現出来ているか
観察力：対象の形態、質感、色をどれだけ捉えることが出来ているか
発想力（独自の視点）：画面上において、対象から得た情報を独自の視点で解釈、表現出来ているか
表現力（色彩表現）：色彩を用いて対象の魅力を表現出来ているか

◯【1月及び3月実施】一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］／大学入学共通テスト利用入学試
　験［1科目利用］／社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験：花、果物、野菜、無機物など
　の静物を数点
描写力（技術）：対象から得た情報を個々の技術でいかに再現出来ているか
観察力：対象の形態、質感、色をどれだけ捉えることが出来ているか
発想力（独自の視点）：画面上において、対象から得た情報を独自の視点で咀嚼、表現出来ているか
構想力（構図）：対象を卓上で組み合わせ、それらを画面上で構築することが出来ているか
表現力（色彩表現）：色彩を用いて対象の魅力をいかに表現出来ているか

大学で用意するもの P12号の水張りパネル

受験者が用意するもの 水彩用具一式、筆洗、鉛筆、消しゴム、鉛筆削り、描画用具

※2027年度の出題概要は、「東北芸術工科大学 2027年度 学生募集要項」をご確認ください。

水
彩
画
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モチーフを自由に配置して着彩しなさい。
モチーフ：りんご、ペットボトル（2ℓ）

総合型選抜入学試験［併願型］／外国人留学生特別選抜試験

問題

参考解答

評価コメント
ペットボトルの底の複雑な形状やラ
ベルの文字、リンゴの皮の微細な質
感までしっかりと描写しています。ボ
トルの屈折やリンゴの表面の不完全
さまで捉え、形態・質感・色を正確に
把握する観察が見られます。構図は
標準的ですが、リンゴの鮮やかな色
彩とボトルの透明感が効果的に対比
され、対象の魅力を最大限に伝えよう
とする表現力と熱量が伝わってきます。

評価コメント
ペットボトルのリブやラベルの微細な
文字まで、極めて精緻なタッチと水彩
で描写されています。また、透明なプ
ラスチックの質感、水の透明感、リン
ゴの複雑な赤と斑点を丁寧に観察し
ています。ボトルを立ててラベルを正
面に向けることで、垂直方向の構造
美を際立たせる独自の視点がありま
す。ラベルの鮮やかな青とリンゴの赤
の対比もまた対象の魅力を引き立て
ています。
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評価コメント
横たわるボトルの複雑な表情や、分
割されたリンゴの断面まで丁寧に描
写しています。また、リンゴの芯の細
部や、ボトルの底に溜まる水の表情、
ラベルの反射光などを鋭く観察して
います。リンゴを切り分け、ボトルを
倒して配置することで、画面に動きと
空間の広がりを生む視点が秀逸です。
リンゴの瑞 し々さとラベルの青の対比
が美しく、透明感ある色彩で対象を表
現しています。

評価コメント
ペットボトルの表面の凹凸や、硬質な
質感まで精緻に描写しています。また、
ラベルの文字のパースや、リンゴの皮
の複雑な模様、接地面の微細な影を
丁寧に捉えています。手前にリンゴ、
奥に横たわるボトルを配置し、二つの
関係性、響き合いを感じさせる構成も
秀逸です。光を上手く取り入れながら、
それぞれの表情と質感をともなった
魅力がしっかりと表現されています。
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与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。
モチーフ  ： 布（青）、荒縄、紙風船、石、リンゴ、デキャンタ、
　　　　  花（白・ピンク）

問題

一般選抜入学試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］
社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験

参考解答

評価コメント
ストックの繊細な花びらや、紙風船の
しわ、縄のよりまで、丁寧に描写して
います。ガラス器を通した茎の表情
や水の透明感、リンゴの皮の複雑な
模様をしっかりと観察しています。花
まわりがやや小ぶりですが、縄を瓶
の周りに配し、画面全体を繋ぐ動きを
独自の視点で構成しています。鮮や
かな青布とリンゴの赤、ストックの淡
い色彩が共鳴し、瑞 し々く魅力的に表
現することが出来ています。

評価コメント
ストックの花びらの重なりや葉の特徴、
紙風船の質感、縄の表情まで、個々
のモチーフを丁寧に描写しています。
ガラス器の中の表情、布のしわや影
の形まで鋭く観察している点も好感
が持てます。さらに、布を斜めに配置
し、ガラス器と紙風船で画面にリズム
を生む構成によって独自の視点が感
じられます。ストックの構成やボリュー
ム感の捉え方も秀逸です。リンゴとス
トックの色彩が共鳴し、それぞれの魅
力を瑞 し々く表現することが出来てい
ます。
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評価コメント
描写と観察において、ストックの繊細
な花びらの重なりや、紙風船の薄くし
わの寄った質感など対象の特徴をし
っかりと捉え、自然な表情と質感を表
現することが出来ています。ガラス器
の形態がもう一歩ですが、ガラス器
や水による屈折、モチーフが落とす柔
らかな影を丁寧に捉えています。対象
の鮮やかな色彩を引き立てて軽やか
に表現しています。

評価コメント
ストックの複雑な花びらや縄の細か
な繊維、リンゴの皮の質感まで丹念
に描写しています。青布がやや軽く、
ガラス器の接地に近い部分の形態が
もう一歩ですが、ガラス器内の表情や、
紙風船のしわが作る微細な影も丁寧
に観察しています。また、全体のやわ
らかい空間の捉え方に独自の視点が
感じられます。青布を基調にそれぞれ
の色彩をバランスよく配置し、瑞 し々
い生命感を魅力的に表現しています。
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一般選抜入学試験［後期］

与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。
モチーフ  ： フリージア、ピルスナーグラス、ミニトマト、デコポン、
　　　　  レモン、フランスパン、篭、布、こま、こま用ロープ

問題

参考解答

参考解答はありません。
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油彩画

●アドバイス
「12月実施」「1月及び3月実施」の各試験は、それぞれ出題
が異なります。

12月実施の入試は、静物モチーフを油彩で描く課題です。
台に布を敷き、自然物や工業製品のモチーフが、どの角度か
らも同じに観えるよう公平に配置されています。描くときに
気を付けてほしい重要なポイントは、台とモノの関係やパー
スペクティブ、明暗、量感、質感など、基本的なモノの捉え
方です。工業製品である瓶やグラス、ブロックなどが正確な
比率で描けているか、自然物である野菜や果物、植物がみ
ずみずしく彩り豊かに描けているかなど、モノの形態や特
徴、色彩や存在感を意識することが大事です。トリミング（画
面を切り取ること）は、モチーフの主役・脇役を考え、全体
的に小ぶりにならないように気をつけて下さい。その際に
背景の面積の空けすぎにも注意しましょう。モチーフは切れ
方や配置が不自然にならないように、大きさや前後関係を
考えながら画面の中で多少移動しても構いません。水平の
台にモノが安定して置かれている状況や、空間の繋がり（手
前・中間・奥）を意識して描いて下さい。

1月及び3月実施の入試は、自画像を油彩で描く課題です。
テーマ内容やモチーフの課題に沿って、自身を自由に描きま

す。従って12月実施の入試に比べて、より自由で幅広い表
現が可能です。自画像と背景との関係を考慮しながら、ポ
ーズが画面にどのように入るかを意識して下さい。出題テ
ーマは、具体的な状況イメージを想定して、モチーフ課題は
そのモノをどのように扱い画面に入れるかを考え、自然な
状況を意識して描いてください。自画像の構図は、顔を適
度に大きく入れ、角度や動きを意識すると描くポイントや存
在感を演出できますが、アイデア次第ではそうでなくても
構いません。テーマから導かれる物語性や、モチーフの特
性を捉えた個性的なアイデアを考えてみましょう。その際、
あまり不自然な状況になり過ぎないように注意して下さい。
支給された鏡を活用し、自身の発想力を最大限に活かしな
がら自画像を描いて下さい。

どちらの入試課題も構図は縦横自由です。油絵具（アクリル
絵具も使用可）の素材の特性や色彩、物質感を活かしなが
ら、筆やナイフ、布や指などを工夫して使い、自身の感性を
引き出すよう楽しく描きましょう。しかし5時間の短い試験
時間内ですので、過度なテクニックを求めてはいません。あ
くまで観察を基本に、対象を的確に捉えながら、しっかり描
いて下さい。積極的なアプローチを心がけ、絵心溢れる絵
画制作をして下さい。

出題内容　 油彩画制作（アクリル絵の具も可）
◯【12月実施】総合型選抜入学試験［併願型］／外国人留学生特別選抜試験：静物油彩（Ｆ12号）
　器物、ガラス、野菜、果物など複数のモチーフがセッティングされた状況を描く
◯【1月及び3月実施】一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］／大学入学共通テスト利用入学試
　験［1科目利用］／社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験：自画像油彩（Ｆ10号）テーマや
　モチーフの課題に沿って自画像（自身）を描く

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
◯【12月実施】総合型選抜入学試験［併願型］／外国人留学生特別選抜試験：静物油彩（Ｆ12号）
描画力：対象の形態、質感、色彩を意識し、しっかり描くことが出来ているか
構成力：台上に置かれた複数のモチーフを、適度な大きさで画面上にトリミングし、描くことができ
ているか
空間表現：画面全体のパースペクティブ（遠近感）を把握し、物の前後関係や奥行き、そして背景と
の繋がりが描かれているか

◯【1月及び3月実施】一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］／大学入学共通テスト利用入学試
　験［1科目利用］／社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験：自画像油彩（Ｆ10号）テーマや
　モチーフの課題に沿って自画像（自身）を描く
描画力：対象の形態、質感、色彩を意識し、しっかり描くことが出来ているか
構成力：ポーズやモチーフの画面への入れ方、背景との関係を意識できているか
発想力：出題テーマやモチーフの魅力を引き出すためのアイデアを思考し、自然に表現できているか
素材の扱い：油絵具（アクリル絵具）の素材の特性や、筆やナイフなど画材の扱い方を理解し、活
かせているか

大学で用意するもの ◯【12月実施】総合型選抜入学試験［併願型］／外国人留学生特別選抜試験：静物油彩（Ｆ12号）：
F12号のキャンパス

◯【1月及び3月実施】一般選抜入学試験［前期・専願型・後期］／大学入学共通テスト利用入学試
　験［1科目利用］／社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験：自画像油彩（Ｆ10号）テーマや
　モチーフの課題に沿って自画像（自身）を描く ：F10のキャンパス、鏡

受験者が用意するもの
（使用可能用具）

油彩画用具一式（アクリル絵の具も可）、描画道具

※2027年度の出題概要は、「東北芸術工科大学 2027年度 学生募集要項」をご確認ください。

試験時間 300分

油
彩
画
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総合型選抜入学試験［併願型］／外国人留学生特別選抜試験

油彩にてモチーフを描きなさい。

問題

参考解答

評価コメント
モチーフが置かれている自然な状況
や豊かな色彩を的確に捉え、画面全
体に安定感があります。ワイン瓶を中
心とした配置も整理され、調和のある
画面構成ができています。ナイフで
形をなぞるように削った線はやや気
になりますが、制作過程で形を探る
意識としては有効です。基本を押さえ
た堅実な画面であるため、果物など
の自然物をより丁寧に観察し、潤いの
ある質感表現を意識することで、さら
に完成度が高まるでしょう。
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評価コメント
モチーフの大きさを感じさせる構図と、
勢いのある力強く歯切れの良い描き
味が魅力的な作品です。輪郭の捉え
方にやや硬さは見られますが、それ以
上に画面全体に広がるスケール感と
軽やかな表現に好感が持てます。柄
のある布や自然物に丁寧な描写が加
わると、さらに表現の深まりが期待で
きます。モチーフの状態や光、質感の
違いを意識して観察を重ねることで、
より豊かで魅力的な画面へと発展し
ていくでしょう。

油
彩
画

評価コメント
画面全体が丁寧で穏やかな色調で描
かれ、しっとりとした潤いを感じさせる
実感のある作品です。全体の調和も
よく取れており、モチーフの描写も的
確で、魅力的な空間が表現されていま
す。背景にやや曖昧さは見られますが、
床の状況や空間を意識し、主役のモ
チーフを引き立てる描き味に整えるこ
とで、さらに安定感のある完成度の高
い画面へと発展していくでしょう。
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評価コメント
油絵の具をたっぷり使い、モチーフの
形を丁寧に捉えた筆運びがよく、物そ
れぞれの質感や表情の違いにもよく
反応できています。赤い布の鮮やか
な色も画面の中で効果的に働き、奥
行きのある背景表現にもつながって
います。中央の器の縁がやや大きく
描かれている点は気になりますが、ど
っしりとした安定感のある画面に仕上
がっています。器の中のモチーフの密
度をもう少し高めると、さらに力強く
魅力的な作品に仕上がります。

評価コメント
画面中央のワイングラスに描かれた
細かな水泡が焦点となり、作品全体
を印象づけている点は評価できます。
手前の模様のある布の描写も丁寧で、
グラスをよく引き立てています。背景
に向かうにつれて質感や絵の具の強
さが弱まり、空間の力がやや不足して
いる点はありますが、器や背景にもう
少し厚みのある絵の具で抵抗感を加
えることで、奥行きはさらに豊かにな
るでしょう。器に入った果物にも自然
物としての魅力が加われば、より完成
度の高い画面へと発展していくこと
が期待できます。
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一般選抜試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［１科目利用］
社会人特別選抜試験／帰国生特別選抜試験
問題

配布された以下に示す３点の〈図版〉のうち、いずれ
か１点を選びなさい。 選択した図版を手がかりに、自
画像と自由に組み合わせて描きなさい。
〈図版〉
1 ジョルジョ・デ・キリコ 《不安を与えるミューズたち》（1918年）
2 ジョルジュ・スーラ 《アニエールの水浴》（1884年）
3 ジェームズ・アンソール 《キリストのブリュッセル入城（部分）》（1888年） 

参考解答

評価コメント
非常にインパクトのある顔の表情が
印象的な作品です。
確かな描写力で与えられた図版をう
まく利用し、豊かな表情を魅力的に表
現しています。顔の形態をしっかり観
察し、力強い筆のタッチで画面の強さ
も感じられます。さらに背景にも図版
を手がかりに独自の世界や空間を作
って描写することで、画面全体により
深い物語性が出てくるでしょう。

ジョルジョ・デ・キリコ
《不安を与えるミューズたち》

ジョルジュ・スーラ 《アニエールの水浴》

ジェームズ・アンソール
《キリストのブリュッセル入城（部分）》
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評価コメント
落ち着いた暗い画面構成の中で、図
版をしっかりと手がかりにしながら画
面を構成しており、安定感のある作
品となりました。暗闇の中から見つめ
る視線の先、水面から浮かんでいる
自画像など細部まで丁寧に描き込ま
れており、構成力は秀逸です。一方で、
全体の色調がやや限定されているた
め、もう少し色の幅を広げることで画
面に豊かさや奥行きが生まれ、表現
の可能性がさらに広がるでしょう。

評価コメント
独特の色彩感覚で観るものを不思
議な世界へ誘う作品です。髪の表現
や顔の表情など細部まで丁寧に描写
されています。背景も図版の世界観
を意識した画面構成で完成度の高い
作品となりました。一方でポージング
と背景との結びつきがやや弱いので、
身体の動きや背景への視線の誘導な
ど画面全体の統一感が欲しいです。
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評価コメント
図版から選んだ人物の前面に自画像
を配置した大胆な構成が印象的な作
品です。自画像の落ち着いた視線と、
背景の人物の表情が見えない不確か
さとの対比が、画面に独自の緊張感
と魅力を生み出しています。光の方向
や色味の変化も丁寧に捉えられてい
ます。一方で、図版の背景と自画像の
世界観が近いため、両者の対応関係
がやや曖昧に感じられます。それぞれ
の表現に差異や意図を持たせること
で、画面全体の構成に説得力が生ま
れ、より強い表現へと展開していくで
しょう。

評価コメント
力強い筆致と絵の具の重なりが印象
的な作品です。図版の構成を手がか
りにしながら、それを自身の表現とし
て画面に構成しようとする意欲が感じ
られます。特に絵の具を重ねることで
生まれる質感や量感には魅力があり、
制作に対する積極的な姿勢が表れて
います。一方で、図版と自画像の結び
つきや画面全体の構成をもう少し整
理することで、それぞれの要素がより
明確に結びつき、表現の説得力が一
層高まるでしょう。
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評価コメント
図版の世界観に呼応した自画像のポ
ーズが印象的な作品です。遠くを見
つめるような表情には内省的な雰囲
気があり、画面に静かな物語性を与
えています。背景の青に対して黄色
を基調とした色彩の対比が響き合い、
さらに犬の茶色が画面にアクセントを
加えています。絵の具の扱いも軽や
かで、図版の空気感に自然に馴染ん
でいます。一方で、人物や手の構造
や描写にもう一歩踏み込むことで、形
態の説得力が増し、表現により深み
が生まれるでしょう。
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問題

一般選抜入学試験［後期］

「内と外」をテーマに、自身を自由に描きなさい。

参考解答

参考解答はありません。

58



油
彩
画

59

英語 /国語 /数学

教科科目

出題範囲 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ、論理・表現Ⅰ（筆記試験のみ）（リスニング及びスピーキングテスト
は実施しない）

評価のポイント 英語の基本的理解力及び読解力

※記述式問題も出題します。
問題→ P.60～ P.68　問題解答→ P.92

英語 試験時間 60分

出題範囲 現代の国語、言語文化（古文・漢文を除く）

評価のポイント 日本語の読解力及び日本語による表現力

※記述式問題も出題します。
問題→ P.69～ P.87　問題解答→ P.93

国語 試験時間 60分

出題範囲
数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学 A、数学 B 、数学 C。
空欄補充式（80点）と記述式（20点）による。数学 Aについては「場合の数と確率」、「図形の性質」
から1題を選択して解答する。数学 Bの「数列」、数学 Cの「ベクトル」から1題を選択して解答する。

評価のポイント 数学の基礎についての理解力

※基礎についての理解力に加えて、「思考力・判断力・表現力」を評価するために、過程を含めて記載を求める記述式問題を出題します。
問題→ P88～ P.91　問題解答→ P.94 ～ P.96

数学 試験時間 60分

2026年度出題概要 ※2027年度の出題概要は、「東北芸術工科大学 2027年度 学生募集要項」をご確認ください。

59



英 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈

1
2

問 題問 題

英
語
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英 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈

3
4

英
語
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英 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈

5
6

問 題問 題

英
語
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英 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈

7
8

英
語

63



9

英 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈ 問 題問 題

英
語
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1
2

英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　問 題

英
語
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英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　

3
4

問 題

英
語
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英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　

5
6

英
語
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英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　

7

問 題

8

英
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　

1

問 題

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　

2

問 題

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　

3

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　

4

問 題

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　

5

国
語
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6

国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　問 題

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　

7

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　問 題

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　

9

国
語
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　　　数 学　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　　問 題

数
学
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1

　　　数 学　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈ 問 題

2

数
学
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英語　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

英語　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

■第1問
A （1）３　（2）５　（3）４　（4）２　（5）１

B （1）２→４→１→３　（2）３→２→１→４

C （1）３　（2）４　（3）１　（4）３　（5）３　（6）２　（7）４　（8）１　（9）１　（10）１

 （11）２　（12）１　（13）２　（14）３　（15）３　（16）４

D （1）３　（2）２

■第2問
A （1）４　（2）２　（3）３　（4）３　（5）１　（6）［1］２　［2］１　［3］１

B （1）４　（2）３　（3）２　（4）［a］８　［b］７　［c］９　［d］１　［e］３　

 （5）１　（6）［1］３　［2］２　［3］１

 （7）（解答例） ゆっくりと食べ、一口ずつ味わうことで、食べ物は単なる生存のためのものから、より高い次元

　　　　　　　　　　　  へと昇華される。  

 （8） （解答例）My most memorable meal is eating the fish I caught with my father. It was my first time to 

　　　　　　　　　　　 go fishing and I was so proud to have caught a fish. It was delicious too! 

■第1問
A （1）５　（2）２　（3）４　（4）１　（5）３

B （1）４→１→２→３　（2）３→１→４→２

C （1）４　（2）４　（3）２　（4）１　（5）２　（6）１　（7）２　（8）３　（9）４　（10）３　

 （11）２　（12）１　（13）３　（14）２　（15）４　（16）３

D （1）１　（2）４

■第2問
A （1）２　（2）４　（3）２　（4）６　（5）２　（6）［1］１　［2］１　［3］３

B （1）２　（2）４　（3）１　（4）［a］５　［b］１０　［c］７　［d］３　［e］６

 （5）４　（6）［1］２　［2］１　［3］３

 （7）（解答例）ある研究では、室内で使用される木から精製されるエッセンシャルオイルが森を歩くのと同じよ

　　　　　　　　　　　  うな効果をもたらすことが示された。
 （8） （解答例））I prefer spending time indoors because I can relax. I enjoy watching movies in my free 　

　　　　　　　　　　  　 time. And also, I don’t like insects.

　　　　　　　　　　　   I prefer spending time outdoors because I love walking in nature. Breathing the fresh air 

　　　　　　　　　　　   and looking at all the flowers make me happy.

英
語（
解
答
）
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国語　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

国語　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

■問1 ①抑揚　②奔放　③堪能 　④そうてい　⑤均衡　⑥顕著　⑦踏襲　⑧膨張　⑨きひ　⑩しんしょく

■問2 ⑴ ①ⓑ　②ⓐ　③ⓐ　④ⓑ　⑵ A⑤　B②

■問3 文字が本来持つ記号としての媒体的役割にとどまらず、人間によって美術化され、メッセージ性を帯びる美しい
　　　　　 形象へと変化発展してきたということ。

■問4 オ

■問5 ［最初］一個の文字　［最後］ならない。

■問6 文字と一対一の関係にある指示対象以上のイメージを人にもたせる

■問7 天地を畏敬し、邪悪を避け、吉祥を重んじるという人の祈りと願い

■問8 時や風の流れそのままに生き死に揺れるような、常ならぬものを表そうとすること。

■問9 Ⅰ エ　Ⅱ オ　Ⅲ ア　

■問10 ウ

■問1 （ⅰ）　a イ　b エ　c ア
 （ⅱ）　ウ
 （ⅲ）　A隔離　B築　C固有　D真剣　Eつち　F包含　G融合　

■問2 ウ

■問3 曲全体を緊密に構成しようとする作曲者の意志がなく、作品の背景にある精神性が感じられないため、解釈す
　　　　　 べき対象がなくなってしまうから。

■問4 イ

■問5 音楽が意味や精神性を持ち解釈すべきものという考え方から、音そのものの音色や強弱やきめを無心に楽しむ
　　　   　 ものという考え方に変わってきたということ。

■問6 エ

■問7 ア

■問8 ウ

■問9 ①イ　②エ　③ア

国
語（
解
答
）

93



数学　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

■第1問
問1 ア　　　　イ　　　　　　ウ　  　エ

問2 オ　　　　　　　　　　　　　　　　カ　　　キ　　　　　　　　

問3 ク　　　　ケ　　　　コ

問4 サ　　　　シ　　　　ス　　　　

■第2問
問 A セ　　　　ソ　　　　タ　　　　　　　　

問 B セ　　　　ソ　　　　タ　　　　　　　　

■第3問
問 C チ　　　　ツ　　　　テ　　　　　　　　

問 D チ　　　　 　ツ　　　　　　 テ　　　　　　　　

■第4問
（1）

（2）

（3）

数
学（
解
答
）

として

極大値は のときの

極小値は のときの

より で となる

グラフより
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数学　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

■第1問
問1 ア　　　　　イ　　　　ウ　　　　　　エ

問2 オ　　　　　　　　　　　　　　　カ　　　　キ　　　　　

問3 ク　　　　　ケ　　　　　コ　　　　　　　　　　 　 　　　

問4 サ　　　　　シ　　　　　　　　　　　　　　　

■第2問
問 A ス　　　　　セ　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　

問 B ス　　　　　セ　　　　　ソ　　　　　　　　

■第3問
問 C  タ　　　　　　チ　　　　　ツ　　　　　　　　　　　

問 D  タ　　　　　　チ　　　　　ツ　　　　　　　　　　　

■第4問

（1）

（2）

数
学（
解
答
）

とおいて

より

接点は　　　　なので

接線は となるので
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（3）

（4）

数学　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

数
学（
解
答
）

接点を とおくと

接線の傾きは式①より bである

接線の式は

式を整理して

式②が を通ることから

ゆえに接線の方程式は

の場合

の場合

図より

…②
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進学相談会
開催場所や日程は大学HPをチェック ！
進学相談会では相談コーナーのほか、さまざまな資料の
配布を行います。また、美術系大学のみの相談会場で
は入試参考作品の展示も行います。保護者の方もぜひ
ご来場ください。

オープンキャンパスに参加しよう ！
2026年 8月1日（土）・2日（日）

合格者である在学生や教員と話ができる「相談コーナー」や、入試の対策講座、
入試参考作品の展示など入試の準備としても、とても役立つイベントです。この機
会をお見逃しなく ！

@tuadと友だちになろう！

LINEアプリの友だちタブを開き、画面右上にある友だち
追加ボタン＞［ID検索］をタップして、登録してください。

※実施内容は変更になる
　場合がありますので、
　必ず右の
　二次元バーコードから
　大学HPをご覧ください。

オープンキャンパスなどのイベント最新情報をはじめ、
高校生・受験生の皆さんに役立つさまざまな情報を
いち早くお届け！
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